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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺おれは高こう坂さか京きよう介すけ、ごく普ふ通つうの高校生だ。

　俺おれには、桐きり乃のという三つ下の妹がいる。

　スポーツ万ばん能のう、学がく業ぎよう優ゆう秀しゆう。むちゃくちゃ可愛かわいくて、むちゃくちゃ生意気で。

　雑誌の読者モデルなんかもやってる完かん璧ぺき少しよう女じよ。

　それなのに、実はオタク。

　アニメにゲームにフィギュアにイベント、なんでもござれの行動派。

　好きなものは──エロゲー。

　思い出してくれたかい？

　俺おれがいままで語ってきた、ちッ[image: ～][image: ～][image: ～]とも可愛かわいくない妹との物語を。

　俺おれの妹がこんなに可愛かわいいわけがない。

　そう題するしかない、大だい騒そう動どうの数々を。

　俺おれたち兄妹きようだいは、ずっと長いこと仲が悪く──いや、違ちがうな。仲が悪いという言葉さえはばかられるほど、互たがいに無視し合っていた。

　輝かがやかしい人生を謳おう歌かしている妹と、平へい凡ぼんな毎日に満足している兄。

　水と油のように相あい容いれない、兄と妹。

　俺おれは妹を、自分とは関係のない世界の住人だと遠ざけており。

　妹は妹で、平へい穏おんを愛する兄のことを、向上心のない怠なまけ者ものだと見下していたのだろう。

　同じ家に住んでいながら、二人の間に横たわる壁かべは分厚かった。

　分かり合おう、歩み寄ろうなんて発想が、そもそも出て来ないほどに。

　そんな俺おれたちの関係が、ある『きっかけ』で、変わった。

　いまさら繰くり返かえすまでもない。

　俺おれが妹の秘密──とんでもない趣しゆ味みを知って。




　──人生相談があるの。




　信じられない内容の人生相談を受けて。




　──俺おれに任せろ。




　色々世話を焼いてやって。




　──これは俺のなんだ！

　──そいつはなあ！　俺おれと桐きり乃のの〝愛の証あかし〟なんだよ！







　みっともなく噓うそを叫さけんで、駆かけずり回まわって。




　──おまえがいないと寂さびしいんだよ！




　認めがたい本音を告げて、海外留学した妹を、強ごう引いんに連れ帰ってきた。

　そう。重要なことだから、改めて繰くり返かえそう。

『今』は、俺おれにとって、高校三年の六月。

　妹にとって、中学三年の六月。

　俺おれが妹のとんでもない趣しゆ味みを知った、一年後。

　桐きり乃のが帰国した直後だ。

　そして宣言しておこう。

　いまから語るのは、『俺おれと妹いもうと』の物語ではない──
















　俺おれとあやせの物語だ。







　新あら垣がきあやせは、妹の親友でモデル仲間。

　艶つややかな長い黒くろ髪かみ、すらりと伸のびた脚あし、透すき通とおるような声。

　桐きり乃のに匹ひつ敵てきするほどの美少女で、オタクを毛け嫌ぎらいする潔けつ癖ぺきな女の子。

　怒おこるとめちゃくちゃおっかない。

　一年前の夏コミ、国こく際さい展てん示じ場じよう駅えき前まえにて──

　偶ぐう然ぜん会ったあやせに、妹の秘密の趣しゆ味みがバレ、とんでもない修しゆ羅ら場ばになった。

　二人を仲直りさせるために、当時の俺おれは、『俺おれこそが桐きり乃のを惑まどわせる諸悪の根源キモオタである』という噓うそを吐つき、オタクを嫌きらうあやせに、なんとか落としどころを見つけさせることができた。

　さて、あれから一年が過ぎ……桐きり乃のの帰き国こく騒そう動どうが一段落したあと。

　俺おれは、あやせに近所の公園へと呼び出されていた。

「お兄さん、桐きり乃ののことで、ご相談があります！」

「……またこのパターンか。これ、何度目だろうな？」

　かつてはあやせに着ちやく信しん拒きよ否ひをされていた俺おれであったが、最近の彼かの女じよは、何かと相談事を持ちかけて来る。

　少しは関係が改善されてきた……ってことでいいのかね？

「なにかおっしゃいましたか？」

「なんでもねーよ。ってか……なんでそんなに怒おこってるんだ？」

「……それをこれからお話ししようとしていたんです」

　……こりゃ、よっぽど腹に据すえかねることがあったらしいな。

　桐きり乃ののやつ、いったいあやせにどんな仕打ちをしやがったんだ？

「よし、話してみろよ。──聞いてやる」

「はい、実は──」




　放課後。チャイムが鳴なり響ひびく教室にて、あやせは桐きり乃のにこう話しかけたそうだ。

「ねぇ、桐きり乃の、今日ひま？　これから、どこか遊びに行かない？」

「ん～。どしよっかな」

　同性の親友同士、楽しい時間を過ごそうとしていたら。

　それを邪じや魔まするかのように、桐きり乃ののスマホにメールが着信した。

「あ、ちょっといい？」

「うん」

　桐きり乃のは、スマホの画面を覗のぞき込こむや、このような声を漏もらす。

「うひっ♡」

「!?」

「でゅふふ……ふひぃ[image: ～][image: ～][image: ～]……じゅるっ！」

　それはもう、形容しがたいほどに気持ち悪い表情だったそうな。

「き、桐きり乃の……？」

「ふぇっ？　な、なに？　あやせ」

「……最近、桐きり乃の、おかしいよ？」

「え？　そ、そかな？　そんなこと──ないと思うケド……」

　話を聞いているだけでも分かる。

　そんなことあるだろ！　ケータイを覗のぞき込こんでニヤニヤするとか、怪あやしすぎる！

　白々しくシラを切る桐きり乃のに、あやせはこう問うたそうだ。

「ふ、ふふ、ふぅ～ん？　そうなんだ？　じゃ、じゃあいま、誰だれとメールしてたの？」

「だ、誰だれでもいいじゃん？」

　まるで浮うわ気きしている彼かれ氏しを問とい詰つめる彼かの女じよのようだ。

「もしかして……夏コミ、だっけ？　アレのときにいた……黒い服を着た娘こ？」

「う、うん……そう。よく分かったねあやせ……あはは……ははは」




「──────あれは、絶っっ対、噓うそでした」

「……あ、あああ、あ──そ、そう……なんだ」

「はい……やましいことがあったに違ちがいありません」

　怖こえぇ。あやせさんマジで怖こえぇ。

「え、えーと……それってさ……桐きり乃のがおまえに隠かくれて彼かれ氏し作ってたとか……そういう話か？」

「いえ、違ちがいます。桐きり乃のは、新しくできた『彼かの女じよ』とメールしていたんです」

「はあっ？　彼かの女じよ？」

　なにそれ？

「も、もちろん現実の話じゃないですよ？　……ゲームの話です」

「それっていつものことじゃねーの？　ていうかゲームの彼かの女じよとメールするって何？　俺おれの妹はついにエロゲーと現実の区別が付かなくなったの？」

　本気で妹の脳を心配するべきだろうか。

　眉まゆをひそめる俺おれに、あやせは要領を得ない解説をしてくれる。

「えっと、なんでも……最近流行はやっているゲームでは、登場する女の子と実際にメールをしたり……できるらしいんです」

「へえ」

　すげえ時代になったもんだ。

「最近桐きり乃の、ずっとそのゲームに夢中みたいで……わたしと二人でいるときも……」




『ねぇ……わたしのこと……好き？』

　ゲーム画面から発せられる甘あまい言葉。それに対し桐きり乃のは、だらしなくトロけた顔で、

「うんっ……あ、愛してるよ……っ」

　うわぁ……。その時のあやせも、俺おれと同じ感想を抱いだいたはずだ。

「マジマジ！　その服、ちょー似合ってる！　ぶひぃぃ……可愛かわいいよ～♡」




「これってひどくないですか!?　お兄さん！」

「ひでえな。あらゆる意味でひでえな」

　あの妹バカをキモオタと呼んだら、キモオタさんたちに申し訳なくなるくらいにキモい。

「でしょう？　となりにわたしがいるんだから、ゲームじゃなくて、わたしとお話しすればいいじゃないですか」

　怒いかり顔を、ずずいと俺おれに近づけて、あやせは叫さけぶ。

「それともなんですか？　わたしより、ゲームの女の子の方がいいっていうんですか!?」

　彼かの女じよはそれから、ぐすぐすと泣きそうな声を漏もらし始めた。

「あーあー、泣くなって」

「ぐすっ……な、泣いてませんっ！」

　あやせは、かぁ、と赤面し、袖そで口ぐちでごしごしと顔をぬぐう。

　そんな彼かの女じよに、俺おれはなるべく優やさしく聞こえるよう、言った。

「分かった、俺おれがなんとかしてやる」

　するとあやせは、潤うるんだ瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに俺おれを見て、

「……ほんとですか？」

「おう。任せろよ」

　ったく……そんな顔を見せられたら、なんとしても助けてやりたくなっちまうよ。

　胸を叩たたいて請うけ負おうと、

「……ありがとうございます、お兄さん」

　ようやくあやせは、かすかな笑え顔がおを浮うかべてくれた。




　さーって、と。どうしたもんかね！

　帰宅した俺おれは、さっそく桐きり乃のの部屋へと向かう。

　そんでもって、ドアをノック。

「桐きり乃の」

　反応がないので、再びノック。

「桐きり乃の～、いるか～？」

　強いノック。……が、依い然ぜんとして反応なし。

「あれ？　いねーの？」

　いや、玄げん関かんに靴くつあったし、下にはいなかったみたいだしな。

　絶対部屋にいるはずなんだが……。

　ははあ、さては──

「桐きり乃の！　オイ！　桐きり乃の！　いるんだろ！　出てこい！　ヘッドホンしてゲームやってんじゃねえ！」

　ドンドンドンドン！　俺おれは激しくノックをする。

「聞いてんのか桐きり──おわッ!?」

　勢いよく開いたドアを、俺おれはギリギリで受け止める。

　現れた桐きり乃のは、不ふ機き嫌げんな様子を隠かくそうともせずに、

「うっさいなァ！　なに!?　邪じや魔ましないでよ！」

「ヤッパいやがった！　だからおまえドアで俺おれの顔面を狙ねらうのをやめろって！　いったい何度言ったら分かってくれんの!?」

「知んないっつの！　つかなんの用？　あたしいま超ちよう忙いそがしいんですケドぉ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「こ、この……」

　初めて知ったよ。怒いかりが一定値を超こえると、声が出なくなるんだな。

　絶句してしまった俺おれだったが、あやせの顔が脳のう裏りに浮うかび、なんとか平静を取とり戻もどす。

「ごほんっ」咳せき払ばらいをして、本題に入る。「──あのよ？　おまえ、なんか最近新しいゲームにハマってるらしいじゃん？」

「は？　なんで知ってんの？」

「なんだっていいだろ。そんなことより……えーと、なんだ。……そのゲーム……面白れーの？」

「……え？」

　桐きり乃のは、ぱちくりとまばたきし──がらりと態度を変えた。

　ちらっ、ちらっ、とこっちをチラ見しながら、

「……なにあんた。興味あんの？」

「ま、まーな」

「ふ、ふーん。そうなんだ。あんたも段々分かって来たじゃん」

　ゆらゆらと身体からだを揺ゆらして、嬉うれしさをにじませた声で、

「仕方ないなぁ～、教えてあげてもいーケドぉ[image: ～][image: ～][image: ～]……ふひひひ、どーしよっかなぁ～」

　はいうざい。

　俺おれは内心を顔に出さないよう努力しつつ、

「そんなつれないこと言わないで、教えてくれよ。な？」

　あやせの『人生相談』に応えるために、このゲームについて知らなくちゃいけないんだ。

「……じゃ、じゃあ……いまちょうどやってるとこだから……中入って、見てく？」

「おう。んじゃ、お邪じや魔まするわ」




　妹の部屋は、留学する前とまったく変わっていない。両親が、桐きり乃のがいつ帰って来てもいいように……と、そのままの形にしておいたらしい。

　オタクグッズが満まん載さいされた『隠かくし収納スペース』の存在を知る俺おれとしては、お袋ふくろが桐きり乃のの部屋を掃そう除じするたび、ヒヤヒヤもんだったけどな。

　桐きり乃のは、ベッドの上に放り出されている携けい帯たいゲームを片手で摑つかみ、俺おれに向かって画面を見せつけてくる。

「じゃーん！　このゲームは『ラブタッチ』って言うの♪　最近チョー流行はやってるゲームなんだよ！」

　ゲームの話してるときだきゃあ可愛かわいいんだよなぁこいつ。

「ふぅん、パッと見、いままでのゲームとあんま変わらないみてーだけどな」

「そう見えるでしょ？　そっれが違ちがうんだなぁ[image: ～][image: ～][image: ～]フフフ」

　桐きり乃のは、ぼすんとベッドに腰こしかけるや、己おのれの隣となりをパンパンと叩たたく。

　隣となりに座すわれ、ってことらしい。

　言うとおりにすると、桐きり乃のはぐぐっと俺おれに身を寄せて、ゲーム画面をよく見えるようにする。

「見ててよ～？」

　画面には、黒くろ髪かみの美少女が映っている。制服を着ていて、清せい楚そな雰ふん囲い気きだ。

　ゲーム画面下部には台詞せりふを表示するウインドウ。

　黒くろ髪かみの美少女の名前が『あやか』と、表示されている。

　画面のあやかちゃんとやらが、こちらに向かって声を掛かけてくる。




あやか「あっ、やっと来てくれた～。待っていたんだからね？　用事は終わったの？」




　とたん桐きり乃のは、デレッと笑えみ崩くずれる。

「うん、終わった～。ごめんねあやかちゃん、お待たせ～。愛してるよっ♪」




あやか「……嬉うれしい。わたしもあなたのこと、好きだよ」




「……げっ、マジでゲームと会話してるよこいつ…………」

「ちょっ、頭おかしい人を見るような顔すんなっ！　これはこういうゲームなの！」

　えぇ……？

「このゲームの凄すごいところはね、ゲームに出てくる女の子と、ほんとに付き合ってるみたいな体験ができるところなの」

　桐きり乃のがカチャカチャとゲームを操作する。すると画面内で、あやかちゃんと『デートの約束』をするという展開になった。六月×日──現実と同じ時系列だ。

「こっちの音声を認にん識しきしてお喋しやべりができたり、ゲームと現実の時間とを同期させて、デートの約束をしたりできんの。ちゃんと約束の日になったらゲームを起動させて、イベントをこなさないと、怒おこられちゃうんだから！」

「しちめんどくせーゲームだなあ」

「あんたさー、そういうこと言ってるから、モテないんじゃない？」

「ぐっ……悪かったな！　で、でもまあ確かに……恋れん愛あいシミュレーションゲームとしては、いいゲームなのかもな。そんだけリアルならさ」

「そう。まさにモテないあんたのためにあるようなゲームだよね。よかったね～、あんたもこのゲームやれば彼かの女じよできるよ？」

「その台詞せりふに、俺おれはいったいどういう反応をすりゃいいんだ？　『やったぜ』って喜べばいいのか？」

「それはそれでキモい」

　好き放題言ってくれるぜ。

「で！　話を続けるケド！」

　桐きり乃のは、ケータイを自じ慢まんげに掲かかげて、

「このゲームのすごいところはね！　メルアドを設定すると、実際に女の子からメールが来たりすんの！　携けい帯たいゲーだから外にも連れて行けるし、あやかちゃんとリアルデートできんの！　チョーヤバクないこれ！」

　桐きり乃のは、顔を近づけて詰つめ寄よってくる。

　おまえの剣けん幕まくの方がよっぽどヤバいよ。無防備に近づいてくるなアホ。

　俺おれは、ノーセンキューとばかりに距きよ離りを取った。

　けっ、生意気な妹とお近づきになっても、ちっとも嬉うれしかないね。

「はいはい。凄すごい凄すごい。でもなあ桐きり乃の、あやかちゃんとやらを外に持って行くのはいいけど──」

「あやかちゃんをモノみたいに言うな！」

　……いや……モノですよね？

　俺おれは「ごほん」と咳せき払ばらいをひとつ、真面目な表情と声で言う。

「悪かった。あやかちゃんとやらを外に『連れて行く』のはいいけど───」

　妹の目を見て、

「──現実の友達をおろそかにしちゃあダメだと思うぜ？」

　すると妹は、はっと目を見開いた。それから、そっぽを向いて、唇くちびるを尖とがらせる。

「……んなこと、言われなくたって分かってるよ。最近あやせ、なんか怒おこってたし……」

　どうやら心当たりがあったらしい。

　俺おれは内心、ほっと安あん堵どした。

　妹が、手の施ほどこしようのないバカではないと判明したからだ。

　うん、これなら、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。

「ならいいけどよ。……『友達は、エロゲーと同じくらい好き』……なんだろ？　自分の台詞せりふ──忘れんなよ？」

　本当に──笑っちまうくらいに、ひどい台詞せりふだが……。

　……断じてバカにしてはならない、大切な宣言だ。

「……うん。そだよね」

「……おう」

　桐きり乃のは、しばらく俯うつむいたまま黙だまっていた。やがてぽつりとこぼす。

「あの……あんたさ」

「あん？」

　桐きり乃のは、意を決したように顔を上げ、俺おれに向かって携けい帯たいゲームを差し出した。

「このゲーム、ちょっとだけ、あんたに貸してあげる」

「……ええっ？」

　なんでそうなるんだよ？

「だ、だって……いまあたしラブタッチにハマり過ぎてて、そばにあったら我が慢まんできなくて絶対やっちゃうし…………同じゲームやってるやつと、話とか、したいし……」

「聞こえねーよ。なんだって？」

「いいから！　貸したげるっつってんの！　──今日中に恋こい人びとになるトコまで進めときなさいよ！　分かった!?」

「……分かったよ」




　ったく──。

　妹から『ラブタッチ』を押おし付つけられた俺おれは、困こん惑わくしながら自室へと戻もどった。

　しっかりとドアを閉め、渋しぶい顔でパッケージを見る。一年前、『星くず☆うぃっちメルル』のパッケージを発見したときと同じようにだ。表面には『あやか』ちゃんの他、二人のヒロインが華はなやかに描えがかれている。

　裏うら面めんにはゲーム内容の説明とともに『まさかのヤンデレルートも!?』という文面。

「ふーん」

　正直、まったく興味がない。だが……妹からさんざんエロゲーを押おし付つけられてきた強つわ者ものたる俺おれにとっては、こんな展開など手慣れたもんである。

　それに、あやせからの相談については、このゲームを桐きり乃のの手から遠ざけることができた時点で、半分達成したようなもんだろう。

　勝手に仲直りしてくれればそれでよし、協力が必要そうなら、そのときはそのときだ。

　んじゃあ……まぁ。

「どーせ面おも白しろくないだろーけど」

　俺おれは、ベッドに仰あお向むけになった。携けい帯たいゲームを持ったまま腕うでを伸のばし、

「ま、やってみっか」




　日曜日の早朝。俺おれの部屋は薄うす闇やみに包まれていた。

　朝を告げるすずめの鳴き声。

　締しめ切きられたカーテンの隙すき間まから、陽光がわずかに差さし込こんでいる。

　そんな室内にて、俺おれは床ゆかに、背を丸めてしゃがみ込み──ラブタッチをプレイしていた。

　もう何時間ぶっ続けでやり続けているだろうか……もはや思い出すことさえ難しい。

　あまやかなＢＧＭが、室内に鳴なり響ひびいている。

　俺おれの目前で、俺おれの彼かの女じよ──あやかたんが可か憐れんな声でささやく。




あやか「……京きよう介すけくん。愛してるって、言って？」




「な、なに言ってんだよぉ～、こんなところでぇ～」

　俺おれは、完全にラブタッチの──否、あやかたんの虜とりことなっていた。

　クッ、なんて面おも白しろいゲームなんだ……！

　桐きり乃のがオススメしてくれた数多あまたのエロゲーを、完全に超こえているじゃないか……！




あやか「……わたしのこと、嫌きらい？」




「なっ、なわけねーだろ！　……す、好きだよ？　愛してるよ……！」

　俺おれは、目を血走らせて『デート』に没ぼつ入にゆうする。

　そんなときだ。

　俺おれの背後で、どさっという音がした。

　……ん？　なんの音だ？

　あやかたんとのデートを邪じや魔まされた俺おれは、うろんな眼まな差ざしを背後に向ける。

　するとそこには、俺おれの幼おさな馴な染じみである麻ま奈な実みが、バッグを取り落とし、愕がく然ぜんと棒立ちになっていたのであった。

「きょ、きょきょきょきょーちゃん!?」

「うげっ麻ま奈な実み!?　いつからそこに！　どっから入ってきた！」

「さっきからいたよぉ～……明日遊びに行くねって、学校で言ったでしょ？　もうっ！　ぜんぜん人の話聞いてないんだからぁ。………………頭大だい丈じよう夫ぶ？」

「オイ！　たまにひでえこと言うなオマエ！」

「むーっ、きょうちゃんが悪いんでしょ？　さっきからやってるそのげーむ、なぁに？　……なんでげーむとお話ししてるの？」

「こ、これっスか？」

　ピンポイントで聞かれたくないことを突ついてきやがる！

　俺おれは、咄とつ嗟さにあやかたんを抱だきかかえ、無ぶ粋すいな幼おさな馴な染じみの視線から隠かくす。

「な、なんでもねーよ！　ってか、オマエにカンケーねーだろ！　こっち来んなよ！　しっしっ！」

　手で追おい払はらう仕草をすると、麻ま奈な実みは珍めずらしくムッとした。

「……ふ、ふぅ～ん。そんなこと言っていいんだー……。わ、わたし、怒おこってるんだからね？　ど、どうなっても知らないよ？」

「へっ、なんだかしらねーが、やれるもんならやってみやがれ。別にオマエが怒おこったってちっとも怖こわくねーよ」

　実は、本気で怒おこったときは怖こわいのだが。

　日常の小こ競ぜり合あい程度では、麻ま奈な実みを怒おこらせることはできやしない。

「きょうちゃんのばかっ、本当にしらないからねっ」

「おう、またなっ」

　俺おれは余よ裕ゆうの態度で、出ていく麻ま奈な実みを見送ったのである。

　その結果──




「お兄さん！　聞きましたよ!?　あなたがゲームのヒロインに夢中になってどうするんですかッ！　ミイラ取りがミイラじゃないですかぁ──っ！」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!」

　チクショーッ！　麻ま奈な実みのやつ！　よりにもよってあやせに言いつけやがったな……！

「違ちがうんだって！　これには深いわけがね？」

「うるさいッ！　言い訳無用ですこの変態！」

　──俺おれは、あやせによって近所の公園に呼び出され、ご褒ほう美び……ではなく、お[image: 叱]しかりを受けていた。

「聞けって！　俺おれは例のゲームを研究してたの！　オマエのために！」

「はあ？　な、なにバカなこと言ってるんですか？」

「だってオマエは、ゲームのヒロインから桐きり乃のを取とり戻もどしたいんだろう？」

「む……！」

　よし、効果アリだ！　このまま押おすぜ！

　俺おれは、「フッ」と前まえ髪がみをかきあげる。

「そう──『敵を知り、己おのれを知れば百戦危あやうからず』ってやつだ。俺おれは決してこのゲームにハマっちまってたわけじゃあないんだぜ？　研究のために、渋しぶ々しぶプレイしていただけなんだぜ？　なぁ、あやせ……この話……俺おれの部屋で、詳くわしく聞く価値があるんじゃないか？」

　あやせは、しばし「うう～」とかわいく思案していたが……。

　やがて押おし負まけたようにこう言った。

「……わ、分かりました。聞きましょう……桐きり乃ののためですから」




　というわけで。

　俺おれはあやせを部屋に連つれ込こむことに成功していた。

「……へ、部屋で二人きりだからって……変なことしないでくださいね？」

「しないしない」

　上じよう機き嫌げんに答える俺おれ。一方あやせは不満げに唇くちびるを尖とがらせる。

「もう……なんで楽しそうなんですか……怪あやしいです」

　しかし……桐きり乃のを餌えさにした途と端たん、あっさり付いてきたなこいつ……。

　連れてきた俺おれが言うのもなんだけど、

「……チョロすぎて心配になってくるぜ」

「はい？　いまなにか言いました？」

「いいや、なんでもね」

　適当にごまかした俺おれは、先日桐きり乃のがそうしたように、踊おどるような仕草で携けい帯たいゲームを片手で摑つかみ、あやせに向かって見せつける。

「じゃーん！　このゲームはぁ～、『ラブタッチ』って言うの♪」

「……で？」

「…………………………」

　ちょっとあやせさん、ぞくぞくする目でさげすむのやめてくんないかな？

　変な性せい癖へきに目覚めてしまいそうだ。

　俺おれは、ごほん、と咳せき払ばらいで気を取り直す。

「やってて気づいたことがあるんだ」

「どんなことですか？」

「うん、それがな」

　俺おれはゲームを操作し、あやかたんに台詞せりふを喋しやべらせる。




あやか「──オッス！　あやかだよっ♪　今日もよろしくね♪」




「桐きり乃のが好きなこのヒロイン、おまえにそっくりなんだよね」

「……へっ？　…………へ、へえ……」

「『へえ』って、それだけか？」

「いや、だって……ほ、他にどんな反応をすればいいんですかっ！」

　確かに。

　似てるって言われても困るわな。

「と、というかっ……そんなっ、わたしに、似てますか？」

「似てるって。見た目も声もそっくりだろ。見てろよ～？」

　俺おれは、ヒロインと部屋でイチャイチャする『ラブタッチモード』を起動した。

　でもって、

「画面をタッチして、ヒロインに触さわると──」

　ぷにっ。俺おれはあやかたんのおっぱいを優やさしくタッチした。




あやか「ひゃっ！　やだっ、も、もうっ……京きよう介すけくんのエッチ！　どこ触さわってるんですか……」




「とまあこんな具合に、」

「い──いきなり何をやっているんですかあなたは！」

　ぐあっ！　全力で殴なぐりやがったこの女！

「いやっ、だからこのヒロインがオマエそっくりだということを、分かってもらおうかなってさ！」

「だからってどーしてわたしそっくりのキャラにエッチな声を出させる必要があるんですか！　普ふ通つうに喋しやべらせればいいことですよね!?」

　それじゃ楽しくないだろうが！

「ちょっと肩を触さわっただけじゃん！　あやかたんは恥はずかしがり屋さんなんだよ！」

「噓うそ！　絶対わざとエッチな声を出させたに決まってます！　いい加減にしないと通報しますよ!?」

　あやせは、真っ赤になって怒おこっている。

　俺おれは、やれやれと首を振ふり、両手を大きく広げた。

「はぁ……おまえ毎回毎回そればっかな。二言目にはすーぐ『通報しますよ』だの『死ね変態』だの言いやがってよォ[image: ～][image: ～]ッ、おまえはいったい俺おれを何だと思ってんの？」

「ドスケベのセクハラ野や郎ろうだと思っているんです！」

　かわいいあやせに、俺おれは、渾こん身しんの決め台詞ぜりふを放った。

「誤解するなよ……俺おれがセクハラをするのは……おまえだけだぜ」

「余計悪いです！　史上最低の告白ですね!?」

「とまあ、あやせに現状を分かってもらえたところで、だ」

「しれっと流した!?　……現状ってなんです」

「このゲームのヒロイン・藤ふじ崎さきあやかが、おまえにそっくりだってこった」

「さ、先ほどのセクハラを正当化しようとしても無む駄だですからね」

「蒸むし返かえすなよ。とにかく改めて──この藤ふじ崎さきあやかたんから、桐きり乃のを奪だつ還かんする作戦を考えようじゃないか」

「……なにかアイデアがあるんですか？」

「一応な」

　俺おれは、自信満々に腕うでを組む。あやせは半目で俺おれを見る。

「……なんだか、すっごくイヤな予感がします」

「まあ聞けって。このヒロインとおまえとは、よく似ている。なのに桐きり乃のが、おまえをほったらかしにして、ゲームの女の子に夢中になっているのは何故なぜなのか。俺おれなりに研究してみたのさ。一いつ生しよう懸けん命めいゲームやってね？」

「その結果、ゲーム機に『愛しているよ』と囁ささやきかけるような変態になってしまったわけですね」

「その件はもう忘れろ。で、俺おれがこの『ラブタッチ』ってゲームをやっててひしひしと感じたのは、あやかちゃんは、まさしく『俺おれの彼かの女じよ』なんだなってことだ。おまえそっくりのヒロインが、おまえそっくりの甘あまぁい声で、俺おれへの愛を囁ささやいてくれるわけよ！」

　俺おれの熱ねつ烈れつなプレゼンを聞いたあやせは、嫌けん悪お感かん丸出しの表情になった。

「き、気持ち悪い！」

「人の説明を最後まで聞けェ！　ようするに、桐きり乃のはそういう『女の子が、自分のことをまるで異性の恋こい人びとのように慕したってくる』ところにグッときてるんじゃねーの？　ってことだよ！　特に桐きり乃のは、おまえのこと大好きだしな。だから余計面おも白しろく感じてるんじゃねーか？」

　あやせは、身を乗り出すようにして喰くいついてきた。

「ということは、桐きり乃のはわたしと恋こい人びと同士になりたいんですか!?」

「俺おれのこと言えないくらい気持ち悪ィなおまえも！」

　ツッコミを受けたあやせは、ふて腐くされた声を出した。

「じゃあどーいうことなんです？」

「おまえが言ってんのはまたニュアンスが違ちがうし、そもそもそこまでマジになんなくたっていいんだよ。ただ、このゲームのヒロインを参考にして、グッとくるかわいい仕草とか台詞せりふとか覚えてさ、そんで桐きり乃のに見せてやったら──喜ぶんじゃねーかな」

「…………なるほど。一理ありますね」

「だろう？　というわけでコレの出番だ」

　俺おれは、あやせに携けい帯たいゲームを差し出した。

　あやせは、自分そっくりのヒロインを見つめ、ブツブツと呟つぶやく。

「このゲームを参考にして……台詞せりふとか、仕草とか、行動とかを……練習しろと？」

「そういうこと。じゃ、さっそくやってみようぜ。回想シーンを上から順に見ていくか。まずは朝、登校シーンからな」




あやか「あっ、京きよう介すけくん♪」




「解説しよう。このヒロインはだなあ、毎朝家の前まで主人公を迎むかえに来てくれるんだ」

「そこはマネするの簡単そう──ていうか、わたし、もうすでにやってますけど、桐きり乃ののこと、朝迎むかえに行ったりとか」

「あ、そうなんだ」

　おまえは桐きり乃のの彼かの女じよかよ！

「じゃあ台詞せりふを真似まねてみたらどうだ？」

「どんな台詞せりふです？」

「こんな感じ」




あやか「うん、あやかだよ♪　一いつ緒しよにいこ♪」

あやか「…………えっ？……だ、だって……早く京きよう介すけくんに会いたかったから……えへへ」




　俺おれは、口元がニヤケるのを止めることができなかった。

「ふふふ……どうだ、かわいかろう？　……おい、なんだその冷たい目は？」

「……いえ、べつに」

「よし、じゃあ同じよーにやってみろ。もちろんヒロインの名前は自分のに変えてな。さんはい♪」

「…………」

「さんはいっ♪」

　二度うながすと、あやせは、ゴキブリを見る表情のままで棒読みを始める。

「……う、うん……あやせだよ……一いつ緒しよにいこ。…………え……だって……早く京きよう介すけくんに会いたかったから……えへへ…………こ、こうですか？」

「ぜんぜん気持ちが入ってないじゃないか！　どうしたんだッ!?」

「率そつ直ちよくにいって反吐へどが出そうです。お兄さんにこんな有り得ない台詞せりふを言わなくてはならないという状じよう況きようが、わたしにとって苦行でしかありません」

　がっ……そこまで言わんでも……もう泣くよ俺おれ？

「……そりゃ悪かったな。じゃあ別に俺おれの名前は呼ばんでいい」

「そうします」

「じゃあ次行くけど。今度はちゃんと気持ちを込こめてマネをするんだぞ？」

「……やってみます」

「よし」

　俺おれはゲーム機を操作し、あやかたんに、あやせが真似まねすべき台詞せりふを言わせる。




あやか「あの……わたし……わたしね……。ずっと京きよう介すけくんのこと……好きだったの」

あやか「もうあなたなしじゃ……生きていけない」

あやか「好き……大好き♡」




　うおおおおおおお！　たまらん！

　俺おれは、純じゆん真しん無む垢くな笑え顔がおで手を叩たたく。

「はいどうぞー。さんっはいっ♪」

「う…………くぅ」

　俺おれを見つめるあやせの顔が、耳先まで羞しゆう恥ちの色に染まっていく。

「あの……わたし……わたしね……」

「声が小さいッ！　もっと心を込こめて！」

「わたしっ……その……ずっと、ずっとあなたのこと……」

「うんうん」

「あなた……の……こと……」

「うんうん♡」




「って、言えるか死ねェェェェ──!!」




[image: ]

　あやせはその場で高速旋せん回かいし、とんでもない威い力りよくの回まわし蹴げりを、俺おれの顔面にぶち込こんだ。

　ろくに悲鳴を漏もらすことさえできずひっくり返った俺おれに向かって、激げき怒どしたあやせは叫さけぶ。

「最悪！　もう次はないって言ったのに平気でセクハラして……！　も、ももももうお兄さんになんか頼たのみませんっ！　違ちがう人に相談します！　ふんっ、二度と電話かけてこないでくださいね変態！　死んじゃえ！」

　大きな音を立てて、部屋から飛び出して行ってしまった。

「ってぇ[image: ～][image: ～]いたたたた……」

　俺おれは、倒たおれたまま、痛む頰ほおを手で押おさえる。

　……俺おれってやつは……なんで毎回毎回、あいつと話してるとこー調子に乗ってしまうのだ。いっつも冷静になってから後こう悔かいするんだよなぁ……。

「げっ、あ、あいつ、携けい帯たいゲーム、ラブタッチごと持って行っちまいやがったのか……？」

　どうしよう。あれ、桐きり乃ののなのに……。

　──違ちがう人に相談します！

「つか、あんなこと言ってたけど、いったい誰だれに相談するつもりなんだ？」





♡






　高こう坂さか家けを飛び出したあやせは、田た村むら家けへとやってきていた。高こう坂さか兄きよう妹だいの幼おさな馴な染じみである麻ま奈な実みとは、知り合ってから、ちょくちょく話をする仲になっていた。

　田た村むら家け二階、優やさしく懐なつかしい香かおりのする麻ま奈な実みの部屋にて。

　あやせと麻ま奈な実みは向かい合って座すわっている。

　あやせが、泣きそうな声で、頼たよりになる『お姉さん』に切り出した。

「聞いてくださいお姉さん！　わたし、わたしっ…………」

「どうしたの、あやせちゃん？　ゆっくりでいいから、話してみて？」

「……わたし……わたし……っ」




「たったいま……お兄さんに性せい的てき虐ぎやく待たいを受けて逃にげてきたんですっ！」




　麻ま奈な実みは、その場でひっくり返った。

「せ、せせせ、セイテキギャクタイっ!?　どっど──どゆこと!?」

「はい！　実は──」

　あやせは京きよう介すけの部屋で行われた、いかがわしき行こう為いについて、詳しよう細さいに説明した。

　すると麻ま奈な実みは、ほぉ……と大きく息を吐はく。

「……ほっ、な、なぁんだ。そういうことだったんだぁ……。せ、性せい的てき虐ぎやく待たいなんていうから、びっくりしちゃったよ～」

　麻ま奈な実みは、む、と唇くちびるをへの字にして、

「……でも、それは、きょうちゃんが、悪いよね。あやせちゃんにそんな台詞せりふを言わせて、喜んでるなんて……だめだよね。わたしからも、ちゃーんと[image: 叱]しかっておくから」

「お願いします、お姉さん」

「うん、任せて。──ところで、あやせちゃんが手に持っているのが、その……例のげーむなの？」

　あやせは座ざ布ぶ団とんの上に正座している。膝ひざの前に、携けい帯たいゲームを置いた。

「はい。桐きり乃のとお兄さんを血迷わせていた、魔ま性しようのゲームです」

「……魔ま性しようのげーむ」

「フン、いっそ……壊こわしちゃいましょうか、このゲーム……いや、泥どろ棒ぼう猫ねこ」

「そ、それはだめだよぉ～。桐きり乃のちゃんのなんでしょ？」

　言われて気づいたとばかりに、あやせは唇くちびるを嚙かむ。

「…………そうでした。それなら、やっぱり、あれしかないのかな……」

「あれって？」

「決まってるじゃないですか！　これから二人で、このゲームを参考にして、カワイイ台詞せりふの練習をするんですよ！」

「ええ～っ！」

「悔くやしいですけど……お兄さんの言うことにも一理ありました」

「ふ、二人って、わたしもやるの!?」

「もちろんです！　いいんですかお姉さん、こんな機械ごときに愛するお兄さんを取られたままで！　わたしは絶ッッ対イヤですね！」

「ふぇぇっ？　あ──愛するって!?　なに言ってるのあやせちゃんたら！　わ、わたしときょうちゃんはそんな、ぜんぜんそんなんじゃないからっ！」

　真っ赤になった麻ま奈な実みは、両手をぶんぶん振ふって否定する。

　もちろんその言葉を、あやせは簡単に信じたりはしない。

「ふぅ～ん。でもでも、カワイイ台詞せりふを練習して、お兄さんの前で披ひ露ろうしたら、お姉さんの魅み力りよくに気づいてコロッとしとめられるかもしれませんよ？」

　そう言うと、麻ま奈な実みは、まんざらでもなさそうにモジモジしている。

「…………そ、そうかなぁ…………」

「はい！　きっとイチコロですって！」

「……そっかぁ……いちころかぁ……えへへ……じゃあ、やっちゃおっかなぁ」

「やった♪」

　ちょろいですお姉さん！

　あやせは内心そう思った。

「それではさっそく始めましょう。打だ倒とう、藤ふじ崎さきあやか！　特訓開始です！」




「「ふぁいとっ、お～っ！」」





♡






　翌朝。

　俺おれが学校へ行くために家を出ると──門のところで、意外なやつが待ちかまえていた。

「きょうちゃん、おはよう」

「うおっ？　ま、麻ま奈な実みか」

　いきなり登場しやがったものだから、驚おどろいた声が出てしまった。

　麻ま奈な実みは、恥はずかしそうに俯うつむいて、

「……えっと、こほんっ……よしっ！　──うん、麻ま奈な実みだよ♪　一いつ緒しよにいこ♪」

「いや、そりゃいいけどおまえ……どうして今日に限って俺おれんチの前まで迎むかえに来てんだよ。いつもんとこで待ってりゃいいのによ」

「だって……早くきょうちゃんに会いたかったから……えへへ」

　なに言ってんだこいつ？

「ま、麻ま奈な実み──本当にどうしたんだ？　今日のおまえ、その……いつもと違ちがうぞ」

「え～、そ～お～？　んふふ……どんなふうに、違ちがう？」

「若じやつ干かんキモいな。頭大だい丈じよう夫ぶ？」

　俺おれは、キッパリと言ってやった。

　すると麻ま奈な実みは、ガーンと衝しよう撃げきを受けたような顔で、

「キモ……!?　キモいって言ったいま!?」

「言ったよ！　つーか突とつ然ぜん幼おさな馴な染じみが『うん、麻ま奈な実みだよ♪　一いつ緒しよにいこ♪』とか言い出したら誰だれだって正気を疑うわっ！　エロゲーのマネでもしとんのかおまえは！」

「ひどぉい！　だ！　だってあやせちゃんが[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「ああん？　あやせがどうしたって────あっ、ま、まさか！　昨日あの後あやせが相談しに行ったのって──おまえ？」

「う、うん……そうだけど……。きょ、きょうちゃん、ちょっとここから離はなれよ？」

「え？　何？　なんだよ？」

「い、いいからっ。急いでっ」

「お、おう……」

　俺おれは麻ま奈な実みに手を引かれ、曲がり角まで連れて行かれた。

　家の方を見ると、桐きり乃のが玄げん関かんから出てくるところだった。いつの間にか、あやせもいる。

「あ、もしかして」

「うん、わたし、あやせちゃんと一いつ緒しよに、きょうちゃんと桐きり乃のちゃんが家から出てくるのを、待まち伏ぶせしてたの。こうやって隠かくれたのは、わたしたちがいたら──仲直りの、邪じや魔まになっちゃうから」

「なるほどな」

　大体の事情を把は握あくした俺おれは、再び視線を我わが家やの方へと向ける。

　すると、ちょうど桐きり乃のとあやせが出くわした場面だった。

　俺おれたちは、そっと二人の様子をうかがった。

「あっ、あやせ」

　あやせに気づいた桐きり乃のが声を上げる。

　すると──




「うん、あやせだよ♪　一いつ緒しよにいこ♪」




　隠かくれて見ていた俺おれは、ぶっ、と噴ふいてしまった。

　アイツ……！　本当にあやかたんのマネを……！

　もちろん桐きり乃のは、その台詞せりふがラブタッチのものだとは気づかない。ごく普ふ通つうに受け止めた。

「う、うん……。えっと……！　おはようあやせ！　この前はごめんね！　色々と……。許してくれる？」

「あ──当たり前だよ桐きり乃の！　こっちこそ──つまらないことで怒おこってごめんね？」

　笑い合う二人。

　それを覗のぞき見ていた俺おれと麻ま奈な実みは、顔を見合わせて笑った。

「見たか麻ま奈な実み？　俺おれの作戦どおりじゃね？」

「もぉ……はいはい」

「……ったく、あいつら。ふっつ[image: ～][image: ～]に仲直りしてんじゃん。んだよ……俺おれも無む駄だな心配したもんだぜ」

「そんなこと言って……ホッとしてるくせに」

「うっせ。……まあ、これでうまくいくだろう」

　麻ま奈な実みとそんな話をしていたときだ。

「ね！　あの……桐きり乃の！　ちょっと見ててね？」

「え？　うん」

　あやせが唐とう突とつに、不ふ穏おんな行動をとり始める。

　ひょいっと片手を挙げて、

「──オッス！　あやせだよっ！」

「え？　知ってるけど……？」

「えへへ……来ちゃった。早く桐きり乃のに、会いたかったから……」

「いつも来てるじゃん」

「う、うっ……」

　完全に空回りしているあやせであった。

　桐きり乃のも親友の意図に気づいてやれよ。かわいそうだろ。

　……などと思っていたら、テンパってしまったあやせは、ふっと顔を上げた。

　顔は真っ赤で、両目はぐるぐる渦うずを巻いている。

「ねぇ、桐きり乃の」

　明らかに正気の目ではなかった。

　桐きり乃のも薄うす々うすそれに気づいているのか、

「ど、どしたんあやせ？」

　やや引き気味に返事をする。

　あやせは、胸に片手を置き、途と切ぎれ途と切ぎれに言葉を紡つむぐ。

「あの……わたし……わたしね……」




「もう桐きり乃のがいないと生きていけないの！」




「「ちょっ！」」

　桐きり乃のと俺おれのリアクションがハモる。

　あやせはさらに行ってはイケない方向に突つき進すすむ。

「桐きり乃ののためならわたし────……」

　くわっ、と、目を見開いて、

「加か奈な子こだって■ピーせるよ！」

「まさかのヤンデレルートだとォ!?」

　隠かくれていなくてはならないのに、つい大声でツッコんでしまった。

　ってか、加か奈な子こ関係ないじゃん！　なぜヤツを■ピーさなくちゃならないんだ！

　意味分からんぞあやせ！

「……さ、桐きり乃の。これから二人で、邪じや魔ま者のお兄さんを■ピーしにいこ？」

　ひぇ……。

　生まれたての小こ鹿じかのように膝ひざを震ふるわせる俺おれ。

　そんな俺おれの目前で、桐きり乃のはあやせに向かって片手をブンブンと振ふり、

「いや、さすがにそこまで嫌きらってないから！」

「よく言った桐きり乃の──！　いまだけはオマエが天使に見える！」

　俺おれは物もの陰かげから、愛する妹にラブコールを送った。

　あやせは、なにかを期待する声こわ色いろで親友に問う。

「ど、どうかな桐きり乃の!?　今日のわたし……いつもと違ちがうでしょ!?」

「違ちがうっていうか……キモイ？」

「!?」

　ハッキリ言い過ぎだ！

「きっ……」

　あやせの顔が、みるみるうちに青ざめていく。

「あ、あやせ？」

　当とう惑わくしたように、問いかける桐きり乃の。

　あやせは、ぎゅ、と目をきつくつむり、一いつ瞬しゆんタメてから──

「桐きり乃ののばかぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　踵きびすを返かえし、走り去っていったのである。

「ちょ、ちょっとあやせ！　待ってよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」




　後に『ラブタッチ事件』と名付けられたこの出来事が、

　俺おれとあやせの物語が本格的に始まる、最初のきっかけだった。







[image: 第二章]







　あの『ラブタッチ事件』から、一ヶ月の時が経たった。

　ちょっとしたアクシデントがあったものの──あやせと桐きり乃のは、無事に仲直りすることができたようだ。とはいえ俺おれも、そこまで妹の人間関係を把は握あくできてるわけじゃないけど。

　親友と呼べる存在がいるってのは、幸せなことだ。

　願わくは、あいつらが今後も良いい関係を続けていければ良いと思う。

　ちなみに──『俺おれとあやせの関係』には進展ナシ。

　依い然ぜんとして、あの可愛かわいらしい妹の親友は、俺おれのことを『近きん親しん相そう姦かん上じよう等とうの変へん態たい鬼き畜ちく兄あに貴き』だと思おもい込こんでいる。

　哀かなしいが、あえてそう思わせるよう仕向けた部分もあるので──まぁ、しょうがない。




　──誤解するなよ……俺おれがセクハラをするのは……おまえだけだぜ。

　──二度と電話かけてこないでくださいね変態！　死んじゃえ！




　あえてそう思わせるよう仕向けた部分もあるから。

　あえてね。噓うそじゃないって。

　で。

　あやせは、俺おれのことを変態だとさげすんでいる──はずなのだが。

　何故なぜか、最近ちょくちょく俺おれに『相談』を持ちかけてくるんだよな。まぁ大たい抵てい、ことが桐きり乃ののオタク趣しゆ味みの件だから、俺おれにしか相談できないって理由が大きいんだろうが。

　とすると、今後も、同じようなことがあるだろう。

　なら……変態と思われたままでいいから。少しは関係を修復したい。

　それが俺おれの、正直な気持ちだった。

　というわけで、ちょっと行動してみようか。

　実は俺おれ、つい最近まであやせに着ちやく信しん拒きよ否ひされてたんだよね。

　でもって、最近ようやく着ちやく信しん拒きよ否ひを解除してもらったばかりなのだ。

　──しかし、待て。

　着ちやく信しん拒きよ否ひを解除してくれたってことは……。




『お兄さん、わたしに電話をしてくださいね♡』




　きっとそういうことに違ちがいない。

「よぉ──し、待ってろよあやせたん」

　俺おれは謎なぞの自己完結をして、あやせに電でん話わ突とつ撃げきを敢かん行こうする。

　トゥルルルル……

　何度目かのコールで、電話はつながった。

『……はい。新あら垣がきです』

「あ、あやせ？　オレオレ！」

　ピッ！

「切られた!?」

　俺おれはすぐさま電話を掛かけなおす。

　トゥルルルル……。２コールほどで、可か憐れんな声が聞こえてきた。

『……はい』

「用件も聞かずに切るなよ！」

『はぁ……なにかご用ですか？』

「もちろんだ」

　といっても、あやせと仲良くなりたいという目的だけが先行していて、具体的などうこうは考えちゃいないのだが。

『……そうですか。実は、わたしもお兄さんにお話があって……』

「俺おれに？」

『……はい』

　あやせは、少しだけ元気がなかった。また、悩なやみ事でも抱かかえているのだろうか。

　それとも──

『な、なにか、変な想像をしていませんか？』

　あやせは、取とり繕つくろうように慌あわてた声を出す。

『言っておきますけど……お兄さんに告白とか、そういうことじゃ、ありませんから』

　……まだ何も言ってないのに釘くぎを刺さされたよ。

『今回は』、俺おれ、普ふ通つうにあやせのことを心配していただけなのに……。

　色々イベントをこなしてきたはずなのに、いっこうに好感度の上がらないヒロインである。

『……ど、どうして黙だまっているんです？　……ふん、どうせ大したことじゃないんでしょう？』

「なぁ……あやせ、もしかして……俺おれのこと嫌きらいなの？」

『えっ……？　あ、あああ、あったりまえですっ！　あなたがわたしになにをしたか……覚えていないんですかっ？』

「色々相談に乗ってやったじゃないか」

『それ以上にセクハラの被ひ害がいに遭あいました！』

　あやせは、こうやって怒おこっているときが一番魅み力りよく的だ。

　申し訳ないと思うのに、おっかないとも思うのに、どこか喜んでいる自分がいる。

「……そうだったな」

　俺おれは、神しん妙みような声で言った。

「──俺おれはあやせに、とてもとても嫌きらわれているんだっけ」

『そ、そうです。あ、あなたは────「桐きり乃のをオタクにした諸悪の根源」で──「妹を愛する変態お兄さん」、なんですからっ！』

「──ああ、悪かった。最近よく話すもんだから、忘れてたぜ」

『……………………………………』

　あやせから返ってきたのは、重苦しい沈ちん黙もく。

　悩なやましい吐と息いきが、かすかに俺おれの耳をくすぐった。

　俺おれは、この話題を打ち切るように台詞せりふを繰くり出だす。

「よし。なら、おまえの話を聞こう」

『……お兄さんの用件は、いいんですか？』

「おう、構わない。俺おれの用件は、『おまえともうちょっとだけ仲良くなりたい』ってだけだからさ」

『……なっ』

「だから、なんていうかだな……おまえの話を聞くことが、俺おれの用件でもあるんだ」

『そ、そうですか……。わたし、お兄さんと仲良くする気とか、ぜんっぜんないですけど』

　はっきり言うなあ。

「それでもいいよ。──おまえの話を聞こうか」

『……はい、分かりました』

　あやせは、納なつ得とくし切っていないような雰ふん囲い気きだった。

　それでも、やがておずおずと切り出す。

『あのですね……その……お兄さんに……ご相談があるんです』

「そうか、俺おれに任せな。なんでも言ってくれ」

　俺おれは、元気よく即そく答とうした。あやせが当とう惑わくした声を出す。

『えっ……い、いいんですか？　そんなにあっさり……まだ詳くわしい内容も聞いてないのに』

「おまえは俺おれのことが嫌きらいなのかもしれないが、俺おれはおまえのことが大好きなんだ」

『──ふぇっ？』

「相談くらい、いくらでも乗るさ」

『ま、また調子のいいことを言って……！　ど、どうせまた……何かよからぬことを企たくらんでいるんでしょう？』

「よからぬことかどうかは分からないけど、企たくらんでるよ」

『や、やっぱり』

「おまえの相談に乗ってやって……それで、少しでも俺おれのことを見直してもらえたらいいよな、って、企たくらんでる」

『………………』

　……フッ、決まった。

　いまのでこの女、俺おれに惚ほれたろ。

『……ふ、ふん、よくそんな恥はずかしい台詞せりふを臆おく面めんもなく言えますね』

　あれ、おかしいな。惚ほれてないっぽいぞ。

　……ま、そんなに甘あまくはないか。

　こんな軽けい薄はくな言葉だけで、あやせが俺おれのことを見直してくれるなら、苦労はしない。

　……いまの台詞せりふ、噓うそじゃないんだけどな。

「とにかく──話してみな」

『はい……実は最近、桐きり乃のがわたしに冷たいような気がして……』

「はは、そんなこったろうと思った。あやせの悩なやみは、いつだって、桐きり乃ののことだもんな」

『わ、悪いんですかっ！』

「悪くないよ、いつもありがとな」

『む……』

「詳くわしい話を聞きたいし、とりあえずどこかで会わないか？」

『じゃ、じゃあ……「いつもの公園」で』

「あそこか」

　あやせは俺おれに話があるとき、いつも近所の公園に呼び出すのだ。

『……あの公園、裏に交番があるんです。ですから、お兄さんが私に変なことをしようとしても、無む駄だですからね』

「ハハハ、しないしない」

　ったく……本当、信用ねえんだなあ、俺おれ。




　というわけで、俺おれは近所の公園にて、あやせと合流した。

　覚えているだろうか？　桐きり乃のがとんでもない登場をした、あの場所である。

　あのときと同じ立ち位置で、俺おれとあやせは向き合っている。

「で……お兄さん、どう思います？　桐きり乃の、わたしのこと……避さけているんでしょうか？」

「──気のせいだと、思うけどな」

「気のせいじゃありませんっ！　今日だって、一いつ緒しよに帰ろって誘さそったら、用があるからって断られちゃいましたし……お兄さん、心当たりありませんか？」

　心当たりねえ……。

「この前、おまえが加か奈な子こを■ピーすとか言ったからじゃないの？」

　桐きり乃の、ドン引きしてたじゃないか。

「あ、あれは冗じよう談だんだって分かってもらえましたし！」

「あ、そう。うーん、じゃあなんだろ……」

　俺おれはしばし考え込み──はっと思いついた。

　というか、思い出した。

「……ああ、なるほどね」

「お兄さん、何か知ってるんですか!?」

「今日は金曜日だからな」

「桐きり乃の、金曜日に、何かあるんですか？　習い事とか？」

「いつものことだよ。俺おれも最近知ったんだけど、ゲームってさ、たいてい木曜日に発売されるんだ。だから桐きり乃ののやつ、今いま頃ごろ部屋で買ったばかりのゲームに熱中してるんじゃねえかな」

「え、えぇ～と……つまり、どういうことなんです？」

「この前と同じだ。桐きり乃のは新作ゲームがやりたくて、おまえの誘さそいを断ったんじゃないか？」

　瞬しゆん間かん、あやせのこめかみに〝♯ブチギレマーク〟が浮うかび上あがった──ように見えた。

「つまり……なんですか？　桐きり乃のはわたしよりも、新発売のゲームの方が大切だと？」

「いや、そんなわけねーだろ！」

　発売直後くらいゲームやらせてやれよ！

　……完っ全に『ラブタッチ事件』のときと同じ展開である。

　桐きり乃のも、あやせも、そして俺おれも…………まったく成長していない。

　あやせは唇くちびるを尖とがらせて愚ぐ痴ちる。

「ゲームの女の子なんか、どうせ画面から出てこられないじゃないですか……」

「間ま違ちがってもその台詞せりふを桐きり乃のに言うなよ？」

　大おお喧げん嘩かになるから。

「くすん……わたしなら、桐きり乃ののために、なんでもするのに……」

　……相変わらず危ないやつだ。

　まぁ、それだけ桐きり乃ののことが、好きなんだろうな。

「とにかく落ち着け。俺おれでよかったら、力になるからさ」

「はい……いつも、ありがとうございます」

　あやせは瞳ひとみを潤うるませて、素す直なおに礼を述べた。

「わたしが桐きり乃ののこと相談できるのって……やっぱりお兄さんしかいなくて」

「いいってことよ。いつも言ってるだろ？　俺おれは、おまえのことが大好きだってさ」

「……ま、またそんな軽けい薄はくなことを……」

　あやせの頰ほおに朱しゆが差す。

　彼かの女じよは、非難がましい眼まな差ざしを俺おれに向ける。

「……どうせ他の女の人にも、同じことを言っているんでしょう？」

「桐きり乃の以外では、おまえだけだぜ」

「……………え？」

「噓うそじゃないぞ？」

　桐きり乃のに言った『大好き』は噓うそだけどな。

「……し、しりません。……もぅ」

　あやせは、ふいっとそっぽを向いてしまった。




　俺おれはふたたび、あやせを部屋に連つれ込こむことに成功していた。

「おまえが俺おれの部屋に来るのも、これで二度目だな」

「……そうですね。もう二度と来ることはないと思っていました」

　前回、『ラブタッチ事件』のときも、あやせは『桐きり乃のが、携けい帯たいゲームのヒロイン「あやかちゃん」とばかり話していて、最近構ってくれないんです』という相談で、俺おれの部屋にやってきたのだった。

　ちなみに前回は、あやせが途と中ちゆうでブチキレて部屋を飛び出していくという結果に終わった。

　なのに繰くり返かえし俺おれに相談してくるわけだから、こいつも懲こりないやつである。

「なあ、あやせ。前回俺おれたちが失敗したのはさ、ごちゃごちゃ余計なことをしちゃったから、だと思うんだ」

「どういうことです？」

「あんときだって結局、桐きり乃のとおまえが腹を割って話して、それで仲直りできただろ？」

「はあ」

「だから今回は、最初からそれでいこう。俺おれが桐きり乃のを呼んできてやるから、ちゃんと話し合って、仲直りしろよ」

「で、でも……」

「それがベストだと思うぜ。……おまえたちは親友なんだろ？」

「は、はい！　もちろん」

　あやせは力強く頷うなずいた。

「なら、話し合って分かり合えないわけがない。違ちがうか？」

「違ちがいません。……そうですね。それなら────」

　と、あやせが納なつ得とくしかけたそのとき。




「うっひょ──ッ！」




　部屋の〝壁かべ〟から、雄お叫たけびが轟とどろいた。

「げっ」

「っ!?　こ、この声は！　桐きり乃の……!?」

「ふひひ！　ひょほほ！　ちょうヤバ……まじヤバイって！　エロいよぉ[image: ～][image: ～]っ！」

「がっ、桐きり乃ののやつ……！　親がいねえからってまたしても！」

　ヘッドホンをつけて、エロゲーをプレイしやがってぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！

　い、いや……これは俺おれの失策だ。

　俺おれは、桐きり乃のが今日『何をやっているのか』予想していたはずなのに……！

「……あの……お兄さん？」

「ん？　なに？」

「……いま、桐きり乃のはなにを？」

「フッ、何って……さっきも言っただろ？　『新作ゲーム』に熱中してるんだよ」

　俺おれは妹のために、全力をもってごまかした。

「……『新作ゲーム』、ですか」

　あやせは白い眼めを、桐きり乃のの声が聞こえてくる〝壁かべ〟へと向ける。




「でゅふふ！　やっばい！　……ふひっ……ふひひっ！　萌もえすぎて変な笑いが出てきた……！」




「……桐きり乃のぉ……」

　い、いかん、二人の距きよ離りが余計に離はなれていく……！

　……我わが妹ながら、恥はずかしくなるほどのキモオタっぷり。

　まさかとなりの部屋にあやせがいるなんて、思いもしてねーんだろうな。

「……………………」

「……………………」

　うう…………気まずい。

「あ、あのっ、お兄さんっ」

「ん？　な、なんだ？」




「桐きり乃のって……どうして、ああいう……その……えっちなゲームが……好きなんですか？」




　それは──本質を突つく質問だった。

　同時に、正直に答えてはならない質問でもあった。

「それは……その」

　迷った末、俺おれはかつてと同じ回答をする。

「前にも言ったろ？　『俺おれと桐きり乃のの愛の絆きずな』だからだ」

　たまに忘れてしまいそうになるが。この『建前』を忘れるわけにはいかない。

　俺おれはあやせに『妹を愛している変態兄貴』だと思われている。

　しかし、だからこそあやせは──オタク趣しゆ味みに対するすべてのしがらみを俺おれに押おしつけることができているのだ。

『本当は、桐きり乃ののオタク趣しゆ味みを許容できない』

『いまも穢けがらわしいと思っている』

『だけど、変態兄貴のせいでそれどころじゃない』

『わたしが桐きり乃のを護まもらないと──』

　……ってな。

　あれから色々な出来事があって、いまではあやせも、桐きり乃ののオタク趣しゆ味みを、少しは許せるようになってきているらしい。

　だけど、本当のことを打ち明けるのは、まだ早いだろう。

　もっと長い時間が経たって、あやせが桐きり乃のの趣しゆ味みを受うけ容いれてくれるまで──俺おれは、あやせに誤解されたままでいよう。

　そう、決めたのだ。




「……それ、噓うそですよね」




「えっ？」

　……いま、なんてった？　こいつ。

「どこまでが噓うそなのかは分かりませんけど──」

　あやせは、俺おれの目をしっかりと見つめて言う。

「お兄さんが、わたしと桐きり乃ののために、泥どろをかぶってくれたことは……もう、分かってるんです」

　その瞳ひとみには、涙なみだが溜たまりつつあった。

「なのにわたしは……お兄さんの好意に甘あまえて……お兄さんを悪者にして……自分の心を騙だましてました」

　……まさか……気づかれていた……なんて。

「……ずっと、謝あやまろうと思っていたんです。でも、なかなか言い出せなくて……」

「……あやせ」

「本当にごめんなさい！」

　あやせは、深々と頭を下げた。

「あ、い、いや……」

『なんのことだ？』と、とぼけようとも思ったが……。

　……そんなことをしたら、余計に辛つらい思いをさせることになる。

　深々と頭を下げるあやせの姿を見て、俺おれはそう思った。

　ふぅ、と重い息を吐はく。

「いつから、気づいてたんだ？」

「桐きり乃のと仲直りした日──家に帰って……すぐです」

「お兄さんに『あのメール』を出したときには、もう、『きっとそうなんだろうな』って……気づいてました」




　──大ウソ吐つきのお兄さんへ。

　おかげさまで、桐きり乃のと仲直りすることができました。

　例の趣しゆ味みを認めたわけではありませんが──しばらくは折り合いを付けないまま、納なつ得とくしないままで、やっていくことにしました。

　仕方がありません。

　でも、諦あきらめませんからね、わたし！

　あなたの魔まの手から、いつか必ず桐きり乃のを救い出してみせます！

　あなたなんかには絶対負けません！

　Ｐ．Ｓ．もしも桐きり乃のにいかがわしいことをしたら、ブチ殺します。




「…………そうだったのか」

　あやせの真意を知った上で、『あのメール』を思い返してみると……彼かの女じよの複雑な心境が、文面からにじみ出ていた。

「──いいのか？」

　あえて、主語を不ふ明めい瞭りようなままに言った。

　あやせは、力なく微笑ほほえむ。

「はい。もう、気づいてしまったから……同じことです。これ以上、自分自身に噓うそを吐つくことはできません」

「……そっか」

「本当にごめんなさい。わたし、お兄さんにずっとひどいことを──」

「いいさ。俺おれが好きでやったことだ。気にしないでくれ」

　むしろ、俺おれが謝あやまらなくちゃいけない。

「ずっと噓うそを吐ついてて、すまなかった」

「──────」

　あやせの瞳ひとみから、ぽろりと一ひと粒つぶの涙なみだがこぼれる。

「…………わたし、噓うそは大だい嫌きらいですけど」

　それでも彼かの女じよは嬉うれしそうに笑って。

「…………こんな噓うそも……あるんですね」




　こうして、俺おれとあやせの間にあった誤解はとけた。

　──意外なほど、あっさりと。

　人と人との関係は、ちょっとしたきっかけで、大きく変わってしまう。

　かつて──俺おれと妹の関係も、そうだった。

　俺おれとあやせの関係もまた、このときを境に、動き始めたのかもしれない。




　翌日──

「こんにちは、お兄さん」

「おう、いらっしゃい」

　あやせは、再び我わが家やにやってきた。

　昨日、桐きり乃のがずっとエロゲーをやっていたせいでできなかった『相談』の続きをするためにだ。

「悪いな、桐きり乃のはいま出かけているみたいなんだ」

「……あ、そうなんですか」

「少し待っててくれるか？」

　俺おれは、あやせを連れて、リビングへと向かう。

「桐きり乃のが帰ってきたら──今日こそ、二人でちゃんと話せばいい」

「はい。でも、その前に……」

　リビングに入ったところで、あやせがこう切り出した。

「昨日、聞きそびれたことを、聞いてもいいですか？」

「……聞きそびれたこと？」




「桐きり乃のは、どうしてああいう……その……えっちなゲームが……好きなんですか？」




「『お兄さんとの愛の絆きずな』だから……というのは、噓うそなんでしょう？」

「まあ、そうだな」

　本当だったら怖こわいよ。

「……実は、俺おれにも分からないんだ」

　正直に答えた。

「桐きり乃の本人に聞いたことがあるんだが──」




「じ、自分でも……分かんないの」

「分かんないっておまえ……自分のことだろ？」

「だ、だって！　しょうがないじゃん……ホントに分からないんだから……。いつの間にか、好きになってたんだもん……」




「と、言っていた」

「それ、本当だと思っているんですか？」

「え？　だって、噓うそ吐つくような場面じゃないだろ？」

「…………そうですか」

　あやせは、思案するように目を伏ふせる。

　ふむ……納なつ得とくしてないって顔だな。

「あの……お兄さんっ」

　あやせは顔を上げて、力強く言った。

「わたし……桐きり乃のの趣しゆ味みを、ちゃんと分かりたいんです」

「ふむ」

　ちゃんと分かりたい……か。

「協力して……くれませんか？」

　意外な申し出だった。

「おまえ……桐きり乃のの趣しゆ味みに、まだかなり抵てい抗こうがあるんだろ？」

「はい……でも、できれば克こく服ふくしたいと思っていて……」

「………克こく服ふくか」

　……難しいと思うのだが。

　…………とてもとても、難しいと思うのだが。

「あの……わたし……桐きり乃のと『共通の話題』が欲ほしいんです」

　彼かの女じよは、切実な様子で語る。

「不安になるのは……自分のよく分からないものに、桐きり乃のが熱中しているから、だと、思うので……」

「…………」

　噓うそを吐ついているようには見えなかった。

　しかし、本音をすべて語っているようにも見えなかった。

　あやせの本当の悩なやみってのは、もしかして──




　──桐きり乃の────友達、作るか。

　──ハンドルネーム……黒くろ猫ねこよ。

　──沙さ織おり・バジーナと名乗っておるものでござる。




　そういうこと、なんだろうな。

　……まあ、いい。

　なんにせよ。俺おれがやることは、もう決まっている。

「……あの……お兄さん？」

　あやせは、おずおずと上うわ目め遣づかいで俺おれを見る。そんな彼かの女じよに向かって、俺おれは己おのれの胸を叩たたき──

「──分かったよ。俺おれに任せろ」

　そう言ってやったのだ。

「は、はいっ！」




　俺おれは、妹の親友からの『人生相談』に乗ってやるべく、自分の部屋へとあやせを連つれ込こんだ。

　さっき桐きり乃のの部屋に忍しのび込こみ、必要なものは入手してある。

　準備は万ばん端たんだ。

　さっそく己おのれの考えを切り出す。

「あやせ、一いつ緒しよにこのゲームやろうぜ！」

「…………こ、これは……」

　そう、俺おれがあやせに見せたのは──

「昨日桐きり乃のがやってた、あのゲームだ」

　バッ！　あやせは勢いよく顔を手で隠かくした。指の隙すき間まから覗のぞき見るようにして、

「え、えええ、エッチなゲームじゃないですかッ！」

「そうだよ？」

　あっさりと認める俺おれ。

「やっぱり！　な、何を考えているんですか変態!!　つ、通報しますよ！」

「あれあれぇ～？　克こく服ふくしたいんじゃなかったっけ？」

「くっ……確かにそう言いました。言いましたけど……」

　パッケージをちらちら見ながら、あやせは頰ほおを真っ赤に染めていく。

　パッケージのエロゲヒロインよりも、彼かの女じよ自じ身しんの方がよっぽどエロい顔をしていた。

　言わないが。

「恥はずかしがらなくていい、俺おれがとなりで見ててやるから」

「余計恥はずかしいです！」

「なら、別の方法にしようか？　コレ、おまえにはハードルが高すぎたかもしれない」

「……っ」

　あやせは、うつむいて、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「く……ううぅ……っ」

　もしかすると、桐きり乃のに初めてエロゲーをやらされそうになっていたときの俺おれも、こんな感じだったのかもしれない。

「……仕方ないな」

　俺おれは重々しく息を吐はき、

「全ぜん年ねん齢れい版ばんを出してやろう」

「そんなものがあるなら最初から出してください！」

　まるで『あのとき』の俺おれのようなことを言うあやせだった。

「──全然分かってないな」

　ちちち、とカッコよく指を振ふって、

「全ぜん年ねん齢れい版ばんとそうでないものとでは……同じタイトルでも違ちがうものなんだぜ？」

「……………………へぇ……そうなんですか」

　おい桐きり乃の、おまえの台詞せりふをそのまま言ったら引かれたぞ！

「さ、さて……気を取り直して……だ」

　俺おれは、新たに持ってきたゲームについて解説する。

　このゲームは『妹×妹シスターシスター（全ぜん年ねん齢れい版ばん）』。

　昨日桐きり乃のがプレイしていた『妹×妹シスターシスター　猛もう将しよう伝でん』の、前作にあたるゲームである。

　この前、桐きり乃のが──




「『しすしす』に全ぜん年ねん齢れい版ばんが出たの！　さっそく買っちゃった！」

「……内容ほとんど同じなんだろ？」

「新ヒロイン『あさひちゃん』のシナリオが追加されてんの！」

「『ヒロイン一人追加すりゃいいってもんじゃないのよ』とか言ってなかった？」

「それはそれ、これはこれなの！」

「はいはい」

「あたしが終わったら貸してあげるから、あんたも絶対やった方がいいよ！」




　──と説明してくれた。

「これならエッチなシーンもないだろうし、あやせが桐きり乃のの趣しゆ味みを理解するための『入門用』としては、いいんじゃないか？」

「は、はぁ」

「よし、さっそく始めよう！」

　ぱん、と手を叩たたく。するとあやせは、ジト目で俺おれを見る。

「……楽しそうですね」

「そんなことないって。……起動するけど、いいか？」

「は、はい。……覚かく悟ごはできてます。すごく恥はずかしいですけど……」

　恥はずかしがるあやせは、とてもかわいい。

　くっ……ドキドキしてきた。

「は、始めるぞ」

　俺おれは、ＰＣのデスクトップからゲームのアイコンをクリックする。

　すると、メーカーロゴに続いてタイトル画面が表示された。

　甘あまぁいロリロリボイスで、




「妹×妹シスターシスター～しすこんラブすとーりぃ～」




「………………」

「………………」

　……しまった、すごく恥はずかしいです。

　恥はじらうあやせが可愛かわいすぎて、すっかり忘れていた。

　……というか、妹のせいで、常識が壊こわれていた。

　全ぜん年ねん齢れい版ばんとはいえ、あやせと一いつ緒しよに美少女ゲーム（元エロゲー）をやるなんて……。

　どうして俺おれは、自ら率そつ先せんして、こんなキツい状じよう況きようを作ったんだ？

　バカじゃないの!?

「……ど、どうしたんですか、お兄さん。手が止まってますよ？」

「あ、ああ」

　……こいつはもう、覚かく悟ごを決めているみたいだ。

　いまさら『やっぱやめないか？』とは言えない。

「よ、よし……やるか。操作方法を教えるから、おまえが動かせ」

「は、はい……っ」

　あやせを椅い子すに座すわらせ、俺おれはその傍かたわらに立つ。普ふ段だん、桐きり乃のとよくやる体勢だ。

　そうして俺おれたちは、お互たがい後に引けぬまま、『しすしす』のプレイをスタートさせた。

　いまさら説明の必要はないかもしれないが、このゲームは、主に立ち絵と背景、下部のメッセージウインドウで構成されたよくある形式のＡＤＶだ。

　物語の冒ぼう頭とうは、主人公あやせ（男だがプレイヤーの名前を付けた）が、生き別れの妹たちと再会するところから始まる。





あやせ　なんと僕ぼくには、妹がいたらしい。

　　　　しかも、二人も。

　　　　僕ぼくの両親はずいぶん昔に離り婚こんしていて、

　　　　その際、僕ぼくは母さんに、妹たちは父さんに引き取られたのだそうだ。

　　　　それからずっと────

　　　　離はなればなれになっていた。

　　　　父さんの葬そう儀ぎから帰ってきた母さんからそれを聞かされるまで、僕ぼくは知らなかった。

母　　『──あやせの妹たちよ。今日から家で引き取ることになったから、よろしくね』

あやせ　そんなこと、いきなり言われたって、どうしていいか分からない。

　　　　僕はひたすら戸と惑まどうばかりだった。






　そこで『りんこ』の立ち絵が表示された。美少女だが、不敵に腕うでを組んでいる。





りんこ『アンタがあたしの兄貴？　マジ有り得ない、サイアクなんですケドぉ……』






　ここでもうひとりの妹──『みやび』の立ち絵が表示された。

　清せい楚そな印象の美少女だ。りんことは対照的に、優やさしく微笑ほほえみかけて来る。





みやび『今日からよろしくね、お兄ちゃん』

あやせ　どうなるんだろう。これから────






　ここまでのやり取りを見て、あやせが言った。

「この……りんこって女の子、かわいいかも……」

「えぇ、そうかあ？」

　俺おれはこの『りんこ』ってヒロイン、なんとなく気に入らない。

　……何故なぜかは分からんが。

「……ちょっとだけ……桐きり乃のに似てますよね？」

「………………なるほど」

　こいつのルートはやりたくないな！

　さて。

　このゲームは『生意気な妹・りんこ』と『気弱で優やさしい妹・みやび』二人の実じつ妹まいヒロインとの恋れん愛あい模様を描えがいている。

　深いわけがあって、俺おれは桐きり乃のと一いつ緒しよに『みやびルート』をプレイしたことがあるのだが……。正直、妹のいる兄貴にとっては辛つらいゲームだったよ。

　などと言っている間にゲームは進み、主人公あやせと、ツンツン妹りんことのファーストコンタクトの場面だ。





あやせ『……えーと、りんこちゃん……って、呼べばいい？』

りんこ『キモ……慣れ慣れしくすんな』

あやせ『いや、あのさ』

りんこ『喋しやべんな。むかつく。ばかじゃん』

あやせ『なっ……』






「ぐぬっ」

　つい、声を出してしまう俺おれ。

「い、言われてみれば似てる……な」

「でしょう？　……面おも白しろそうなゲームですね、これ。いままで食くわず嫌ぎらいだったかもです、わたし」

　苦く渋じゆうに満ちた顔になっているであろう俺おれとは対照的に、あやせは楽しそうだ。

「……あやせ、おまえは、どうして罵ば倒とうされて喜んでいるんだ？」

「えっ……だって。……かわいくないですか？」

「……重症だな」

　俺おれは、戦せん慄りつするのであった。

　一方ゲーム画面では、妹りんこの暴ぼう虐ぎやくに対し、主人公の『選せん択たく肢し』が表示されていた。





①おまえ、いい加減にしろよ。

②ガマンだ、ガマン……。






「よし、あやせ①を選べ」

「いいえ、ここは②を選ぶべきです」

　あやせは、俺おれの言うことを聞かず、カチリと②を選せん択たくする。

　すると、りんこが例の腕うで組ぐみポーズで、こちらを見下してくる。





りんこ『これだけ言っても怒おこらないんだ？　情けないやつ』






　ほら桐きり乃のっぽいウザい台詞せりふ来たよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。

　チッ、じゃあどうしろってんだ！





あやせ『……じゃあ、どうしろと？』






　主人公が、俺おれの内心とまったく同じ台詞せりふを口にする。

　するとクソりんこは、フッと失しつ笑しようして、





りんこ『死ねばいいと思うよ？　あんたなんか、どーせ生きててもしょうがないでしょ？』

あやせ『な、なんだそれ……そこまで言われるほど、僕ぼくが何かしたのかよ』

りんこ『……』

あやせ『おまえな、これから一いつ緒しよに暮らすんだろ？　だったらもっと──』

りんこ『うっさい！　他人のくせに、兄貴面しないでよ！』

あやせ『────っ』






　そこであやせは、ぴたりとゲームの進行を止め……ジッとりんこを見つめ始めた。

「……………………………………」

　……さすがにイラっとしたのかな？

　そう思って、様子をうかがっていると、ふいにあやせが大声を出す。

「お兄さん！」

「な、なんだ？」

「このゲームって………………………………全ぜん年ねん齢れい版ばんじゃないものもあるんでしたっけ？」

「さすがに引くわ！　この変態！　通報しますよ！」

　……この女、実はオタクの素質があるんじゃねーの？

　あやせの意外な一面を垣かい間ま見みつつも、ゲームは進行していく……。

　意外にも──本当に意外にも──あやせには好評のようだが。

　やはり俺おれには、このゲームはきつい。

　どだい妹のいる人間に、妹キャラを愛めでろというのが、そもそも無理な話なんだ。

　妹ヒロインといちゃいちゃして、ニヤニヤできるやつの気持ち──

　俺おれ、悪いけどさっぱり理解できねー。




　あやせは、再びゲームを進行させていく。

　先ほどりんこと喧けん嘩かしてしまった主人公が、もうひとりの妹である『みやび』に呼び止められたところだ。

　みやびは、上うわ目め遣づかいで目をうるませている。





みやび『ごめんねお兄ちゃん、りんこのこと、あんまり怒おこらないであげて』

あやせ『うーん、そう言われてもね』

みやび『きっと、りんこもね？　本当は、お兄ちゃんができて嬉うれしいはずだから……』

あやせ『……本当に？』

みやび『うん、りんこ、照れ屋さんだから』






　どっかの妹とはまったく違ちがう、純じゆん粋すいな笑え顔がお。

　傍はたから見ている俺おれも、あまりの微笑ほほえましさに、紳しん士し的な笑えみを漏もらす。

「……ふふ……ぐふふ……」





あやせ『照れ屋さん？　そういう感じじゃなかったような……』

みやび『あのね……お兄ちゃん。わたしはお兄ちゃんと会えて、嬉うれしかったよ。きっと、りんこだって同じだと思う。分かるんだ、わたしたちは、双ふた子ごだから』

あやせ　……そう言って、みやびはそっと僕ぼくの手を包つつみ込こむように握にぎった。




みやび『お兄ちゃん、大好き♡』






「……ふはっ……これは……ぶひぃ」

　俺おれは、凜り々りしい声で、ゲームの感想を述べる。

「……ふぅ、やっぱり俺おれには、『妹萌もえ』とやらは理解できないな」

「…………………………そのわりには…………ニヤニヤしていたようですが？」

「なにを言っている？　そんなことはない」

「…………キモ」

「………………………………」

「こっち見ないでください。不快です」

　……マジ凹へこむわ。

　そうして、俺おれとあやせの仲なか睦むつまじい『初めての共同作業』は続いていた。

　ところが──




　ドンドンドンドン！




　部屋のドアが、何度も強く叩たたかれる。

「っ!?」

「ひっ!?」

　俺おれとあやせは、そろって悲鳴をかみ殺す。

「ねぇ、さっきから話し声が聞こえるんだケド、誰だれか来てんの？」

　ドアの外から聞こえてきたのは、桐きり乃のの声だ。

「お、お兄さん！」

　あやせが、俺おれの耳に口を寄せ、慌あわてた声を出す。

「桐きり乃のは今日いないって言ってたじゃないですか……！」

「さっきまでいなかったんだよ！　いつの間に帰ってきやがったんだ！」

「ど、どうするんですかっ」

「ど、どうするったって……」

　俺おれとあやせが慌あわてている間にも、事態はどんどん悪化していく。

　ガチャガチャガチャ、と、ノブが捻ひねられ──

「「ひぃぃぃぃぃっ!?」」

　俺おれとあやせは、声なき悲鳴を漏もらし、桐きり乃のの侵しん入にゆうを妨ぼう害がいせんと試みる。




「あれ？　開かない？　バカ兄貴の部屋って鍵かぎなんかかかったっけな……」




「あ、あやせ……もっと力を入れろ。俺おれの部屋、鍵かぎがかかんねぇんだよ……」

「わ、分かってます」

「な、なんとしてもごまかして桐きり乃のを追い返さねえと……！」

「こ、こんなところ桐きり乃のに見られたら死にます！」

　ＰＣで『しすしす』が起動中だしな!!

「ちょ……何でドア押おさえてんの!?」

　桐きり乃のもさすがに気づいたらしい。怒いかりに燃えて大声を出す。

「あ、あんたまさか、あたしがいないトキ狙ねらって、また女連つれ込こんだわけ!?」

「おまえは俺おれの嫁よめか!!」

「キモッ！　キモキモッ！　い、妹に嫁よめとか……な、なに言ってんの！　バカじゃんっ！　もお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、いいから開けろっ！」

「お兄さん『また』ってなんです？」

「おまえもこんなときくらいスルーしてくれ！」

　俺おれはあやせに小声でツッコミを入れる。それからドアの向こう側の桐きり乃のに言った。

「勝手に入ってくんな！　誰だれも来てねーよ！」

「じゃあなんでドアを押おさえてんの？　あたしに見られたくないものがあるんでしょ!?」

「誤解だよ！　いいからどっか行けって！」

「ならドアを開けられない理由を説明しろっつってんのっ！」

　くそっ、桐きり乃ののやつ……なんてタイミングで来やがる!?

「お兄さん、もっと上手うまい言い訳をしてください！」

「んなこと言ったってよ……！」

　えーと、えーとえーとえーと！

　よし！　これだ！

「き、桐きり乃の！　い、いまゲームやってて、ちょうど恥はずかしいシーンだから入ってくんな！」

　咄とつ嗟さに出てきた言い訳だが、なかなかの説得力。

　なにしろ噓うそじゃないしな。

　ただしあやせと一いつ緒しよにやってたなんて言ったら、何が起こるかもはや俺おれにも分からない。

　俺おれの言い訳に対し、桐きり乃ののリアクションは──

「えっ……マジで？」

「マジマジ！」

「へー、さすがキモゲーマーの鑑かがみ、昼間から引きこもってエロゲーやってたんだー？」

　ムカつく台詞せりふとともに、ドアを開けようとする力が弱まっていく。

「なになに、何やってんの？」

「あ、もしかして『しすしす』？　やっとやる気になったわけ？　もぉ～遅おそいってぇ～♪　どうだった？　感想聞かせてよ！」

　し、しまった!?　かえって食いついてきやがった！

　俺おれのプレイしているエロゲーを見たいがために、桐きり乃のは再び力を込こめ──




　ガチャッ！




「「わああああああああああああああああ！」」

　もうダメだ────

　桐きり乃のが、ノシノシと部屋に踏ふみ入って来る。

「たくっ、手間かけさせんじゃ……って…………あんた一人？」

「え？」

　俺おれは振ふり返かえって、先ほどまであやせがいた場所を確かく認にんする。

　しかし──

　あれっ……？　あ、あやせが消えた!?

　……どこ行ったんだ？

「………………むう」

　桐きり乃のは部屋の中なか程ほどまで移動し、きょろきょろと、俺おれの部屋を見回した。

「桐きり乃の……な、なんだよ……？」

「くんくん、女のにおいがする」

「ええ!?」

「くんくんくんくん」

「お、おい……俺おれのベッドに近づいて、何をするつもりだ？」

「別に？　このへんに、女が隠かくれてないかなぁ────って！」

　桐きり乃のは、確信を持った様子で、ベッドから毛布を取り去った。

「……いないか。……じゃあこっち？」

　じゃ、と、カーテンを開く。

「……いない」

「だから誰だれもいねーって！」

　ちなみにそういう俺おれも困こん惑わくしていた。

　あ、あれえ？　あやせがいない!?

　あの一いつ瞬しゆんで、どこに隠かくれたんだ？

「………………」

　俺おれは、桐きり乃のがこちらに背を向けているスキに、ベッドの下を覗のぞき込こんだ。

　するとそこには──
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「…………っ！」

　おまえはニンジャか！

　あやせのやつ、マジでベッドの下に隠かくれてやがった……！

　ともあれ俺おれは、何事もなかったかのように身を起こす。

　ギリギリのタイミングで、桐きり乃のが振ふり向むいた。

「やっぱいない。うーん、気のせいだったのかな」

「だ、だから言ってるだろ？　誰だれもいねーってば」

「ふーん、ま、いっか」

「ほら、いいから出てけよ」

「……あ、『しすしす』やってる」

「お、おう……おまえに『やれ』って言われてただろ？　……だから……」

「ふーん」

　にや、と桐きり乃のは笑う。

「なるほどねー。アンタこういうシーンやってたから、あたしがいきなり入ってきて、慌あわてたワケ」

　いま画面には、りんことのキスシーンが映し出されている。

　うまく勘かん違ちがいしてくれたらしい。

　主人公の名前が表示されていなくて、助かった……！　主人公に『あやせ』という名前を付けてプレイしている変態兄貴だと思われなくて、本当に良かった……！

　桐きり乃のは、嬉うれしそうにせせら笑う。

「……ぷぷ、キモっ」

「お、おまえがやれっつったんじゃねーか」

「どうだった？　やってみて」

「なんでおまえに感想を言わなくちゃなんねーんだよ」

「いいから。──どうだった？」

「………………」

　言わなかったら、またごちゃごちゃ言われるんだろうな……。といっても、いきなり聞かれたって、上手うまい感想なんか出てこない。

「早く言ってよ」

　妹に急せかされた俺おれは、仕方なく本心を述べる。

「この……りんこってさ、なんか、おまえに似てるよな」

「へっ？」

　桐きり乃のは、きょとんと目を大きくし、それから、かぁぁ……と赤くなった。

「……っ……な、なに言ってんの」

「いや、その」

「マジキモい。ちゅーしてるシーンあたしに見せながら『おまえに似てる』とか……ちょうセクハラじゃん？」

「……ああ、そういやそうか。すまん」

　おまえが急せかすから、そこまで気が回らなかったんだよ。

「……ちなみに聞くケド。どのへんが、似てると思ったワケ？」

「生意気なところとか」

「そんだけ？」

「理り不ふ尽じんなところとか」

「……………………」

「口が悪いところも似てるな」

「………………」

　桐きり乃のは、まるでりんこのように、ムッツリと口元を引き結び、腕うでを組んだ。

　そう、それそれ。そういうところが似てるんだって。

「いちいちおまえの顔がフラッシュバックして、先に進めるのが辛つらくてしょうがない」

「…………はあ？」

「俺おれとしては、新ヒロインの『あさひちゃん』が一番いいと思うね」

　ガラでもなく『しすしす』の話をして、桐きり乃のの気をそらそうと思ったのだが──




「あんたは何も分かってない！」




「え？」

「『あさひちゃん』て、この段階ではあんた好みの清せい楚そ系ヒロインかもしんないケド」

　桐きり乃のは、ずい、と指を一本立てて、

「実はヤンデレだから」

「マジで!?」

「『あさひルート』のクライマックスでさー、あさひちゃんとの仲を認めてもらうために、妹を説得するシーンがあるんだけどぉ──」




「選せん択たくを間ま違ちがえると、あさひちゃんに■ピーされるから」




「ちょ」

「即そくデッドエンド。初心者にはおすすめできないから、後回しにした方がいいよ。……あとね、あんたはりんこりんの魅み力りよく、ぜんっぜん分かってない！」

　桐きり乃のは、哀あわれな愚ぐ者しやを教え導く賢けん者じやのような目で言う。

「あんなにえろ可愛かわいいヒロイン、他にいないよ？」

「おまえに似てるヒロインがえろ可愛かわいいのは、俺おれにとって苦痛でしかねーよ！」

「キモッ！　あたしと混同しなけりゃいいじゃん！　ちょ、聞いて！　りんこりんの可愛かわいさについて、ちゃんと説明するから！」

　聞きたくねえ──!!

「……なんだこの状じよう況きよう」

　桐きり乃のはりんこりんの魅み力りよくをとうとうと語りやがるし……。

　ＰＣではエロゲー（全ぜん年ねん齢れい版ばん）がつけっぱなしだし……。

　そして、ベッドの下にはあやせがいるし……。

「……カオスすぎる」




　数十分後──

「はぁはぁ……ど、どう？　少しはりんこりんの素す晴ばらしさが理解できた？」

　……ふぅ、ようやく桐きり乃のの演説が終わったか。

　りんこりんの素す晴ばらしさはサッパリ理解できんが──この状じよう況きようを逆手に取った妙みよう案あんなら思いついたぜ。

「なぁ、桐きり乃の。ちょっと話は変わるけど──」

「は？」

「おまえさ、あやせのこと、好きか？」

「はぁ？　なに言ってんの……いきなり」

「いいからよ。その──おまえがいま話してくれたりんこりんと、あやせと、どっちが好きだ？」

「だからー、何度も言ってるでしょ」

　桐きり乃のは、やれやれとばかりに首を振ふる。

「二次元と三次元を一いつ緒しよに並べて比べられるわけないって」

　つーかさ、と妹は続ける。

「なんでいきなりあやせの話が出るわけ？　あんた、あやせのこと狙ねらってんじゃないでしょうね？」

「狙ねらっても無理だって。俺おれ、あやせに嫌きらわれてるもん」

「…………」

「最近おまえ『妹×妹シスターシスター　猛もう将しよう伝でん』にハマって、わりと家にいるじゃんか」

「それが？」

「ちょっと前に『ラブタッチ』にハマって、あやせと喧けん嘩かしたんだろ？」

「……[image: ]っ」

「今回は、どうなんだ？」

「……あやせ、ちょっと怒おこってたカモ……」

　しゅん、と肩かたを落とす桐きり乃の。

「で、でも、反省してるし！」

「ならいいけどよ」

　しばしの沈ちん黙もくがあって……。

　桐きり乃のは、うつむいたまま、ぽつりとこぼした。

「……きに、決まってんじゃん」

「なんだって？」

「あやせのことだって、好きに決まってんじゃん。どっちも大切で……だから、どっちかなんて選べない」

　これは──まごうことなき、桐きり乃のの本音だ。

　ようやく、あやせに聞かせることができた。

「ふん、何度も同じコト言わせんなっ」

　桐きり乃のは、りんこみたいなポーズで、照てれ隠かくしの台詞せりふを口にする。

「じゃあね！　ちゃんと『しすしす』クリアしときなさいよ！」

　そうして、ドタドタと騒そう々ぞうしく、俺おれの部屋から去って行った。

　……よ、ようやくか。

　俺おれは、あやせがいるベッドの下を覗のぞき込こむ。

「も、もう、桐きり乃の行きました？」

「ああ、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺おれが頷うなずくと、あやせは貞さだ子こみたいな動きでベッドの下から這はい出て来る。

　その光景は……本人には言えないが……ちょっとしたホラーめいていた。

「ふぅ、ドキドキしました」

「よくあの一いつ瞬しゆんで、こんな狭せまいところに隠かくれられたもんだ」

「ひ、必死でしたから」

　都市伝説に出てくる怪かい人じんのようなヤツだな。

「……これからおまえのことは『ニンジャマスターあやせ』と呼んでやろう」

「絶対やめてください！」

　あやせは、こほんと咳せき払ばらいをして、

「お兄さん」

「ん？」

「……桐きり乃のがこのゲームを好きな気持ち、なんとなくですけど、分かりました」

「そっか」

　なら、よかったぜ。

「それに……」

　そこであやせは、ぽぅ……と頰ほおを染める。

「桐きり乃の……わたしのこと、『好きに決まってんじゃん』って」

「だから言ったろ、最初から心配なんていらなかったんだよ」

　俺おれは歯を見せて、笑いかける。

「──おまえらは、親友なんだからさ」

「……はい。……はい！」

　あやせは、深々とお辞じ儀ぎをする。

「ありがとうございます……お兄さん」




　こうして、あやせの人生相談はひとまず終わった。

　桐きり乃のとの絆きずなも再さい確かく認にんし、あやせの不安も少しは解消されたことだろう。

　めでたしめでたし、ってところかな。
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　七月下げ旬じゆん。夏休み開始前日の放課後。

　俺おれは、帰き途とをぶらぶらと歩いていた。

「終業式も終わったし……これで長かった一学期も終わりだぜ」

　雲一つない空が、俺おれの心境を代弁しているかのようだ。

　明日から夏休み。受験勉強も順調だし、遊ぼうと思えば遊べるのだが──

　……別に、予定があるわけでもない。

「………………………………………………」

　さぁて、どうすっかね──

「ふぁ」

　努力の成果である余よ暇かに、贅ぜい沢たくなあくびをかみ殺していると、

「……あれ？　お兄さん？」

「え？」

　退たい屈くつな世界に天使が降臨した。

「あやせじゃないか、奇き遇ぐうだな」

「はい」

　あやせも下校中なのか、制服姿だ。

「おまえも、今日で学校終わり？」

「そうですよ」

　友好的に微笑ほほえみかけて来るあやせ。

　以前の忌いみ嫌きらわれていた状じよう況きようからすると、信じられないほどの前進だった。

「ところで、なんだか嬉うれしそうですね。何かいいことでも？」

「何言ってんだ、おまえに会えて嬉うれしいんだよ」

　率そつ直ちよくに本心を伝えると、あやせは恥はじらうように頰ほおを染める。

「もぅ……またからかって──お、怒おこりますよ？」

「からかってないって」

　おっ、まんざらでもないんじゃないの？　この反応。

　──と、気をよくした俺おれだったが。

「わたし、これから仕事なので失礼しますね」

「あ、ああ……モデルの……」

　現実は、そんなに甘あまくはないか。

　俺おれは、片手を挙げてあやせを見送る。

「がんばれよ」

「あ、ありがとう……ございます」

「ん。じゃ、またな」

　そう言って、別れようとしたのだが──

「あ、あのっ……」

　すれ違ちがいざまに、あやせが俺おれを呼び止めた。

「え？」

　振ふり返かえると、彼かの女じよはうつむき、黙だまり込こんでしまう。

「……………………」

　もじもじと身体からだを揺ゆらしている。先よりも、顔全体が赤く火ほ照てっているようだ。

　たいへんエロ……もとい、愛らしい姿であったが、意味が分からない。

　俺おれに用があったんじゃないのか？

「？」

　俺おれは、首をひねって言葉を待つ。

　なんだこいつ……。トイレにでも行きたいのかな？

「あ、あのっ！　お、お兄さんっ！」

「お、おう。なに？」

「えと……その……きょ、『今日は』仕事に行かなきゃいけないんです」

「？　それはさっきも聞いたけど？」

「も、もう……鈍どん感かんですね」

　両の拳こぶしを、ギューッと握にぎりしめるあやせ。

　彼かの女じよは気を取り直すように、こほんと咳せき払ばらいをひとつ。あらためて言う。

「え、えとですね……今日は忙いそがしいけど、来週なら空いているんです」

「へえ、よかったな」

　俺おれは素で返した。

「せっかくの夏休みなんだ。たまにはゆっくり休めよ」

「………………」

　するとあやせは、呆ぼう然ぜんとした目で俺おれを見る。

　にっこりと魅み惑わくの笑えみを浮うかべ、

「……お兄さん」

「なんだ？」

「ばーか」

「ええ!?」

　なに!?　なんで脈みやく絡らくなく罵ば倒とうされたの俺おれ!?

「もうっ、だからぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　あやせは、かわいいポーズで、大声を出して怒ど鳴なる。

「そ、その……っ……お兄さんは来週の土曜日って……暇ひまですか？」

「……まあ暇ひまだけど？」

「じゃあ……」

　あやせは、もじもじと身を震ふるわせて、




「…………わたしと会ってくれませんか？」




「……えっ？」

「その……この間のお礼がしたいし……ダメですか？」

「ダメなわけないだろう」

「そ、そうですか……よかった」

　胸に手を当て、ほっと胸をなでおろすあやせ。

「でも、お礼なんて、気にしなくていいんだぜ？」

　本心から言った。

「俺おれが、好きでやったことなんだから」

「……お兄さん」

　神しん妙みような台詞せりふを口にしている俺おれであったが、内心はこうだ。

　……な……なんということだ……。

　なんということなのだ………………。こ、これは、これは……。

　まさか！　まさか……ッ！

　暴走する脳内を、必死に抑おさえ、俺おれはかっこつけた声を出す。

「楽しみにしてるぜ。あやせとのデート」

「で、デートって……なに言ってるんですか……も、もぉ……違ちがいますからねっ！」

　握にぎった拳こぶしをぶんぶん振ふって、デートという単語を否定するあやせ。

　彼かの女じよは、切せつ羽ぱ詰つまったように話を切り上げる。

「そっ、それじゃ……来週の土曜日に……！　あとで電話しますからっ！」

　そのまま逃にげるように、駆かけ去ってしまった。

「………………………………」

　俺おれは、あやせの背を呆ぼう然ぜんと見送って──




「ひゃっはぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」




　腕うでを天高く突つき上あげ、思いっ切りジャンプした。

「噓うそだろ！　何これ！　この前エロゲで見たよこの展開！　デートだよな！　デートじゃないと言いつつデートなんだよな！　そうであってくれ！」

　くぉぉぉ……と、身を屈かがめてタメを作り、

「あやせルート突とつ入にゆう決定──!!」

　人じん狼ろうが遠とお吠ぼえをするかのごとく、高らかに勝かち誇ほこった。

「フハハハハハハ！　は──っはっはっは！　ファ──ハハハハハハ！」




「ちょ、あんたなに道ばたで高笑いしてんの!?」




「……へ？」

　いきなり後ろから声を掛かけられて、心臓が止まるかと思ったぜ。

　背後を振ふり返かえると、そこには俺おれの妹・桐きり乃のが、腕うでを組んで眉まゆをひそめていたのである。

「……キモいって。やめてよね、ご近所で噂うわさになったらどうしてくれるわけ？」

　それだけ告げて、桐きり乃のはスタスタと歩き去る。

「……………………………………」

　……俺おれも帰るか。

　弁明しておくと、このときの俺おれは頭おかしかった。

　あやせからデート（仮）に誘さそわれたことで、大きなネジが数本抜ぬけ落おちていた。

　浮うかれポンチと化した俺おれは、あろうことか妹の背を追いかけ、

「お～い、桐きり乃の！　一いつ緒しよに帰ろうぜ～」

「はあ？　ちょ、なにっ、寄ってこないでよ！」

「ウフフ、そんな冷たいこと言うなよ～」

「さわんないで！　マジうざい！」

「フッ、いまの俺おれには、おまえの罵ば倒とうなど効かんわ」

「ホントどうしたの？　いつもの百倍キモいんだけど」

　兄妹きようだい仲良く帰宅したのであった。




　そして、あやせとの約束の日がやってきた。

　俺おれたちは、千ち葉ば駅えき前で待ち合わせ、とある駅まで電車で向かった。

「…………………………」

「…………………………」

「……なあ」

「はい？」

「電車を降りたときから、ずっと我が慢まんしていたんだが、そろそろツッコんでもいいか？」

「なんです？」




「──どうして俺おれがあやせと一いつ緒しよにアキバにいるの？」




　そう。あやせに導かれるままに連れてこられた先は、なんと秋あき葉は原ばらだったのだ。

　アキバともっとも縁えん遠どおい存在であるあやせが、いったいぜんたいどういうつもりなのか。

　……誘さそわれたときから、裏があるかもしれないとは、薄うす々うす思っちゃいたんだが。

　……何を考えていやがる、この女……？

　疑いの目を向けると、あやせは、ニッコリと笑って言った。

「えっと。実は、今日はお兄さんに、この町を案内してもらおうかなって」

「な、なんだと……？」

　あやせの意外な回答に、俺おれは動どう揺ようを禁じ得ない。

「俺おれに……アキバを案内しろって、言ったか？」

「はい」

「そのですね……『桐きり乃のがよく行くところ』に、わたしも行ってみたくて」

「!?」

　はっ、とした。

「あー……そういうこと」

　考えてみれば、当たり前のことだった。

　あやせの行動はいつだって、桐きり乃のがらみなのだから。

「つまり……『オタク克こく服ふく作さく戦せん』の一環ってわけね」

「そういうことです！」

　ぐ、と拳こぶしに力を入れるあやせ。

　……気合い入ってんなあ。

「……はぁ」

　元気いっぱいのあやせとは裏腹に、俺おれはがっくりと肩かたを落とす。

　そっかー……別に、俺おれとデートしたかったわけじゃ……ないんだ。

　そうかもしれないとは思ってたから……別にダメージはない。

　ないったらない！

「あ、あれ？　あの……お兄さん？」

　シオシオになっている俺おれを見たあやせが、当とう惑わくしている。

「お兄さんって……この町のこと、詳くわしいし……好きなんですよね？」

「……まあ、おまえよりはな」

「なら、この町で遊ぶ方が、お礼になるのかなって、思ったんですけど……」

「！」

　ま、まさかこいつ。俺おれに気を遣つかって、デートの場所をアキバにしやがったのか？

「……まだ誤解が残っているようだな」

「え？」

「俺おれはおまえが思ってるほど、ディープなオタクじゃないぞ」

「そ、そうなんですか？」

「ああ。だから、アキバについても、そんなに詳くわしくはない。──毎回、桐きり乃のたちのあとにくっついてるだけって感じだ」

「……………………」

　あやせは、目を見開いたまま、固まっている。

　俺おれの言葉が、相当意表を突ついてしまったようだ。

「……あ、じゃあ……お礼で出かけるのがこの町じゃ……ダメでした、よね？」

　ションボリとうつむいて、

「ごめんなさい、わたし──」

「ああいや、気にすんな！」

　俺おれは慌あわてて彼かの女じよをフォローする。

　バカか俺おれは！　露ろ骨こつに落おち込こんだらこうなるに決まっているだろ！

「おまえも色々考えてくれてたみたいだし、ダメなわけねーって。嬉うれしいよ」

「ほんとですか？」

「ああ」

　俺おれは、己おのれの胸を、ドンと叩たたく。

「任せろって。『桐きり乃のがよく行くところ』──連れてってやるよ」

「はい！　ありがとうございます！」




　……とは言ったものの、だ。

　あやせをどこに案内してやればいいんだろうな？

「んー……『桐きり乃のがよく行くところ』、か」




　──うっひょーっ！　ここが天国!?　天国なの!?

　──バカ桐きり乃の！　その店に入るんじゃねえ！




　まっさきに脳のう裏りをよぎった『場所』があるのだが、さすがに『あんな場所』へ、あやせを連れて行くわけにはいかない。

　いくら何でもハードルが高すぎるし、店の内容を把は握あくされた時点で殺されてしまう。

　……ふむ。

　今日はあくまでソフトな場所を見せて、少しずつあやせの偏へん見けんを解きほぐして行くとしよう。

「お兄さん、まずはどこに行くんですか？」

「エロゲショップとかどうだ？」

「死ねぇ！」

「ぎぇえぇ!?」

　中段の前まえ蹴げりが、俺おれのみぞおちに叩たたき込こまれた。

　咄とつ嗟さにかがまなければ、急所に当たっていた──おそろしい攻こう撃げきである。

「行くわけありませんっ！　な、なんでそうなるんですかっ！」

「『桐きり乃のがよく行くところ』に案内しろって言ったじゃん!?」

「………………」

　あやせは、ジロリと半目で俺おれを睨にらむ。

「……お兄さん、わざとやっているでしょう？」

「な、なんで？」

「目付きが楽しそうでした」

「ふ、バレたか」

　本当に連れていくわけはないが、思いついてしまった以上、言わずにはおれなかったのだ。

　なぜって、恥はじらいながら怒おこるあやせたんが可愛かわいいからね。

「私に蹴けられて悦よろこぶなんて……本当に変態ですね」

「蹴けられたかったわけじゃないよ！　さすがにそこまで変態じゃない！」

　誤解は解けたはずじゃなかったの!?　こいつ俺おれをなんだと思っていやがる！

「わ、わたし……『桐きり乃のの趣しゆ味みを、ちゃんと分かりたい』と言いましたけど……」

　かぁ、と赤面して、

「……さすがに、え……えっちなゲームを見に行くのは無理です……」

　これ。

　この顔が見たかった！

「真面目に案内してくれないと……」

　あやせは、がらりと声こわ色いろを変えて、目だけが笑っていない笑え顔がおで言う。

「……ブチ殺しますよ？」

「お任せください！」

　俺おれは、必死になって新たなるプランを考えるのであった。




　俺おれはあやせを連れて、電気街へと歩みを進める。向かったのは、桐きり乃のたちがよく行く同人ショップだ。

　……一階部分は普ふ通つうの本屋とあまり変わらないので、あやせに見せても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そう考えたわけだが……。

「うぅ……なんだか漫まん画がばっかり……」

　あれ、すでにダメっぽいぞ？

「なぁ、あやせ。……おまえもしかして、漫まん画が嫌きらいなの？」

「……好きでも嫌きらいでもありませんけど」

　興味ないってことか。

　……これは厳しい。

　漫まん画がの面おも白しろさが分からんとは……こいつとは趣しゆ味みが合わんな。

　しかし、だからといって放り出すわけにもいかん。

「桐きり乃のが好きな漫まん画が、読んでみるか？」

「え？」

「確か……これと、これと、あとこのあたりが、面おも白しろいって言ってたな」

　俺おれは幾いくつか、桐きり乃のが好きだと言っていた漫まん画がを選んで、あやせに見せた。

　桐きり乃のにムリヤリすすめられて、俺おれも読んだことがあるが、どれも女の子向けのものだ。

「変な漫まん画がじゃないから。試ためしに読んでみたら？」

「わ、分かりました。……帰ってから、読んでみます」

「うん、そうしろ」

「じゃ、買ってくるから、ちょっと待ってろよ」

「えっ……わたし、払はらいますよ」

「いーって。俺おれがすすめたんだからさ」

「あ、ありがとうございます」

　……小さなことからコツコツと、だよな、桐きり乃の。

　会計を済ませて戻もどってくると、あやせがいなくなっていた。

「あれ？　どこ行きやがった、あいつ……」

　店内を見回してみるが、どこにもいない。

「……ま、まさか」

　俺おれは慌あわてて、同人ショップの二階へと上がった。

　……猛もう烈れつにイヤな予感がするぜ……！

「お、お兄さん！」

「うおっ」

「な、なんですかこのお店はっ！　二階に上がったとたん……え、えええ、エッチな本がいっぱいじゃないですかぁ──っ！」

「そういう売場なんだよ」

「さ、さてはわたしにセクハラをするために、このお店に連れてきたんですね！」

「誤解だって！　注意書きをろくに見ないで、勝手に上がっていくやつが悪い」

「う、うう……でも……でも……」

　あやせは、半泣きになってプルプルしている。

「もう無理です……外に出ましょう」

「……大だい丈じよう夫ぶかよ」

　もちろん大だい丈じよう夫ぶなわけがない。

　つーか、アキバをあやせと二人で見て回るなんて、どだい無理があるんだよな！

　軽く請うけ負おってしまったのはいいが……。

　い、胃が痛い……。




　俺おれたちは、店を出て中央通り沿いの歩道にいる。

　あやせは、ややぐったりとした体勢で、

「つ、次は──どこに行くんです？」

「がんばるなあ」

「き、桐きり乃のの──いえ、自分のため、ですから」

「少し休んだらどうだ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。次、行きましょう」

　やれやれ、気合い十分だな。

　ここらで一いつ旦たん休きゆう憩けいさせてやりたいのだが……普ふ通つうに提案しても聞いてくれなそうだ。

「じゃあ、昼飯にしようぜ。『桐きり乃のがよく行くお店』でさ」

　なんとかあやせを言いくるめ、休きゆう憩けいさせることに成功したわけだが……。

　名目として使った『桐きり乃のがよく行くお店』に、彼かの女じよを連れて行かなければならなくなった。

　桐きり乃のがよく行く、昼食が食べられるお店といえば──

「ごゆっくりおくつろぎください、ご主しゆ人じん様さま、お嬢じよう様さま」

　──ここしかないわな。

　俺おれたちがやってきたのは、メイド喫きつ茶さ・プリティガーデン。

　桐きり乃のが、沙さ織おりや黒くろ猫ねこと、初めて会った思い出の場所。

　俺おれたちが座すわったのは、店内中央、対面型の二人席である。

「こちらメニューでぇす」

「あ、ども」

「あの……お兄さん……な、なんです？　このお店は……」

「メイド喫きつ茶さだ」

「め、メイド喫きつ茶さ？」

「そう、かわいいメイドさんが接客をしてくれる喫きつ茶さ店てんのことをいう」

「えっと、ということは……店員さんが着ているのって」

「メイド服だ」

「……メイド服って、あんなにフリフリ付いてましたっけ？」

「細かいことは気にするなよ」

　おそらく、あやせの想像している『メイド服』とオタク（桐きり乃の）が大好きなメイド服は、別物である。

「とにかく、アキバといえば『メイド喫きつ茶さ』だろう」

「そ、そうなんですか……じゃ、じゃあ……体験してみないといけませんね」

　あやせを休ませるには、いい口実だったな。

「へ、へぇ……こんなお店が、この町にはあるんですね」

　あやせはしきりにきょろきょろして、落ち着かない様子だ。

　俺おれが初めてこの店に入ったときも、似たような反応をしてたっけ。

　…………いつの間にか、このメイド喫きつ茶さにも、慣れてしまったな。

「さて、なに食べる？」

「そう言われても……メニューに何が書いてあるのか、よく分からないんですけど」

「ああ、それな。俺おれも初めて来たときは分かんなかった」

「えーと、じゃあ、オムライスと紅茶でいいか？」

「はい」

「よし。──すみませーん」

　俺おれは、手を挙げてメイドさんを呼んだ。それを見たあやせは、やや引き気味で、

「……て、手慣れてますね？」

「え？」

「……よく来るんですか、こういうお店？」

「い、いやっ。そ──そんなことないぞ？」

　あ、あやせのやつ、俺おれがメイド好きのオタク野や郎ろうだと勘かん違ちがいしているな！

　誤解だって！　マジでそんなことないんだって！

　俺おれが、全力で弁明していると──




「あ！　おにぃちゃん！　また会いに来てくれたんだぁ～♡　最近たくさんお顔が見られて、きらら嬉うれしいなっ♪」




「……げぇ……っ……」

　このメイドぉぉぉおぉ！　最悪のタイミングで最悪の台詞せりふを吐はきやがった！

「……ふーん、『また会いに来てくれたんだぁ[image: ～][image: ～]』」

「ち、違ちがうんだあやせ！　俺おれの話を聞いてくれ！」

「メイドさんから、どうして『おにぃちゃん』って呼ばれているんです？」

「え……と……」

　言いよどむ俺おれに代わって、お馴な染じみのメイドさんが回答する。

「はい、お嬢じよう様さま♪　当店では『呼び方のオーダーサービス』を実じつ施ししておりまして～。初めてご来店いただいたときに、わたくしどもがぁ、ご主しゆ人じん様さま方のことをどう呼ぶか、決めていただくことができるんです♪」

「『おにぃちゃん』にしたってことですか!!」

「色々事情があったんだよ!!」

　ぐああああ！　きららさん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　またしても俺おれの世せ間けん体ていを粉々にしやがって！

　なーにが『おにぃちゃん』だ！

　どう見てもアンタの方が俺おれより■ピー歳さいくらい年上じゃねーか！

「うふふ～、お嬢じよう様さまはぁ。呼び方のオーダーはございますかぁ？」

「……そ、そのままで結構です」

「かしこまりました～、お嬢じよう様さま♪」

　このメイドさんは、星ほし野のきららさん。

　説明するまでもないが、俺おれや桐きり乃のの行きつけのメイド喫きつ茶さ『プリティガーデン』に勤めるメイドさんである。

「えっと、オムライスと紅茶を、二つずつください」

「はぁい☆　おにぃちゃん、今日はまた違ちがう女の子を連れてるんだね♪」

「アンタわざとやってるでしょ！」

「うふふふ[image: ～][image: ～]」

　口元に手を当て妖あやしく笑うきららさん。

　一方あやせは、うっそりと低い声で、

「どういうことですか……？　お兄さん」

「ほら、さらなる誤解が発生しちゃった！　どうしてくれるんですか！」

「うーん、でもでも、さっきから『大たい尉い』がずーっと気にしていらっしゃるみたいだったしぃ」

「はあ？　『大たい尉い』？　『大たい尉い』って誰だれすか？」

「おにぃちゃんのよぉく知ってる、このお店の常連さんですよ～。呼びましょうか？」

「えっ……？　え、ええ」

　？？？？

『大たい尉い』なんてヤツにゃ、まったく心当たりがないんだが──

　首をかしげる俺おれの前で、きららさんが片手をメガホンにしてそいつを呼ぶ。

「『大たい尉い』～、おにぃちゃんがお呼びですよーう♪」




「はっはー！　沙さ織おり・バジーナ大たい尉い、ただいま参上でござる!!」




「『大たい尉い』ってオマエかよ!!」

　俺おれたちの前に出現したのは、ぐるぐる眼鏡＆オタクファッションを身に着けた、背の高い少女だ。紹しよう介かいするまでもない──桐きり乃のの親友のひとり、沙さ織おりである。

　そ、そうか！　こいつはこの店の常連なんだから、出くわしても不思議じゃなかった！

「お、おおお、お兄さん……こ、こちらはお知り合い……ですか？」

　間近で見る沙さ織おりのデカさに、あやせは戦おののいている。

「えーと」

　ど、どう説明したらいいんだ……？

「京きよう介すけ氏、実は拙せつ者しや、お二人が入店したときから見ておったのですが──そちらの美しい女性はどちら様でござる？」

　あやせと沙さ織おりの初はつ遭そう遇ぐうか……。

　対応を間ま違ちがえたら、困ったことになりそうだ。

　俺おれは、席を立ち、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「紹しよう介かいするよ、この娘こは新あら垣がきあやせ。桐きり乃ののクラスメイトだ」

「は、初めまして……新あら垣がきあやせです」

　あやせが立ち上がり、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「おーっ、そういえば、去年の夏コミの帰り道でお見かけしたような」

「あっ……あのとき桐きり乃のと一いつ緒しよにいた……」

　一応、お互たがいに相手を『見たこと』はあったわけだ。

「あやせ、こいつは沙さ織おり・バジーナ」

「ば、ばじーな？」

　まあ当然そういう反応になる。

　沙さ織おりは、でかい胸を張って言った。

「然さ様よう、拙せつ者しやの魂たましいの名前でござる！」

「なにが魂たましいの名前だ。混乱させるようなことを言うな」

「ふっふー、これは失礼」

「ったく……あやせ、沙さ織おり・バジーナってのは、こいつのハンドルネームなんだ」

「ハンドルネームですか……なるほど。じゃあ、沙さ織おりさん……とお呼びすればいいですか？」

「はい！　こちらはあやせ氏とお呼びすればよろしいか」

「は、はあ」

　沙さ織おりの個性的なキャラクターに、あやせは押おされっぱなしだ。

「京きよう介すけ氏とあやせ氏は、どうしてここに？」

　沙さ織おりがそう聞いてきた。俺おれたちが何かを言う前に、自己完結で答えを出す。

　ぽん、と拳こぶしで掌てのひらを叩たたき、

「ははあ──さては、デートでござるな？」

「ま、まーな！」

　やべっ、つい見み栄えを張ってしまったぜ。

「おお！　やはり！　京きよう介すけ氏もすみに置けませぬな、このっこのっ」

「ふははは！　まーな！　まーな！」

　沙さ織おりにわき腹をツンツンされながら、気分よく持ち上げられていると、あやせがキレた。

「な、なにデタラメ言ってるんですかぁっ!!」

「ぎえっ！」

　髪かみの毛けを思いっ切り引っ張りやがったこの女！

「なにしやがる！」

「しれっと噓うそを吐つくからでしょう！」

「ちょっとくらい自じ慢まんさせてくれたっていいじゃないか！」

「じ、自じ慢まんって……な、なにを……」

　何故なぜかあやせの勢いが弱まったので、俺おれは、ついつい調子に乗ってこんなことを口にしてしまう。

「それにこれって……デートみたいなもんだろ？」

「違ちがいます」

　……めっちゃ冷たいリアクションが返ってきたよ……。

　あやせは、ぷいっと後ろを向いて、

「ま、まったくもう。調子がいいんですから……」

　怒おこってしまったらしいあやせの表情を、もちろん、俺おれが見ることはできなかった。

　俺おれたちのやり取りを見ていた沙さ織おりが、不思議そうに言ったものだ。

「京きよう介すけ氏、京きよう介すけ氏」

「なんだよ」

「ＳＭプレイでござるか？」

「違ちげぇよ！　……噓うそ吐ついて悪かったな、ほんとはデートじゃないんだ」

「ふむ？」

　沙さ織おりは、ぐるぐる眼鏡の奥おくで、つぶらな瞳ひとみをぱちくりとする。

「それでは、どうしてお二人はアキバに？」

「実はさ、あやせはオタクのことがあまり好きじゃないんだ」

「……ほほう。とすると、余計に不思議ですなぁ」

「お、お兄さん……そんなハッキリ……」

　あやせが、弱々しい声を出す。

　いかにもオタクな沙さ織おりに対し『オタクが嫌きらい』と言ったことに対し、心配しているのだろう。

「まあ、任せとけって」

　沙さ織おりはこんくらいのことで、怒おこったりしねーよ。

　俺おれはさらに、沙さ織おりに説明を続ける。

「オタクのことは好きじゃないんだけど、桐きり乃のとは親友で」

「ふむふむ」

「だから、桐きり乃のの趣しゆ味みを分かってあげられるようになりたいんだってさ。少しずつでも」

「そういうことでござったか」

　沙さ織おりは、口元を[image: ω]こんなふうにして、

「優やさしい方なのですな、あやせ氏は」

　おまえもな。




　俺おれとあやせは、沙さ織おりと対面する形で座すわった。

　そうして沙さ織おりに、あやせと桐きり乃のの関係について、詳しよう細さいな説明をする。

　夏コミ直後に起こった、あの騒そう動どうのことなどをだ。

「なるほど……把は握あくいたしましたぞ」

　すべてを聞き終えた沙さ織おりは、しみじみと頷うなずく。

「あやせ氏にそこまで想おもってもらえて、きりりん氏は幸せものですな」

「そ、そんな……ことは……えへへ……」

　あやせは、頭に手を置いて照れている。

　俺おれに耳打ちをして、

「お兄さん……沙さ織おりさんって、オタクなのに、すごくいい人ですね」

「そうだろ？」

　こいつを褒ほめられると、俺おれまでもが嬉うれしくなる。

　沙さ織おりってのは、そんな友達だ。

　狙ねらったわけではなかったが──あやせに桐きり乃のの趣しゆ味みを分かってもらおうと思ったら、沙さ織おりに会わせるってのは、ベストなやり方だったのかもな。

　かくいう俺おれも、沙さ織おりのおかげで、オタクへの認にん識しきを改めたところがあるし。

「ありがとな、沙さ織おり」

「拙せつ者しや、まだ何もしていないでござるよ」

　沙さ織おりは困ったように恐きよう縮しゆくする。それから彼かの女じよは、あやせに向き直り、

「あやせ氏、そういうことでしたら、拙せつ者しやにも協力させてくだされ」

「えっ？」

「おお、そりゃいいな。あやせ、どうだ？」

「で、でも……」

「自じ慢まんじゃないが、アキバのことなら、俺おれなんかよりずっと頼たよりになるヤツなんだぜ」

　俺おれは、太たい鼓こ判ばんを押おす心持ちで断言する。

「沙さ織おりに任せておけば、間ま違ちがいないよ」

「沙さ織おりさんのこと、信しん頼らいしてるんですね」

「まーな」

「………………きょ、京きよう介すけ氏……」

　ははは、沙さ織おりが照れてる。珍めずらしいものを見てしまったな。

　そんな俺おれたちのやり取りを見て、あやせは決断したらしい。力強く言った。

「分かりました！　沙さ織おりさん、お願いします！」

「かしこまりましたでござる！　お任せくだされ！」




　それから沙さ織おりは、オタクの話を、あやせにも分かりやすいよう、面おも白しろおかしく話してくれた。

　アニメのどんなところが面おも白しろいのか、漫まん画がの醍だい醐ご味みとはどういったものか。

「そうですなぁ……真面目なあやせ氏でしたら、こんな作品はどうでしょうか？」

　初心者にもとっつきやすい作品を紹しよう介かいしてくれたり、桐きり乃のの好みについて解説してくれたり……俺おれがあやせにしてきたことを、もっとさらに易しく、優やさしく、教えてくれた。

「合う合わないはどうしてもありますから、必ずしも、きりりん氏と同じ作品を好きになる必要はありませぬ」

「えっ、でも」

「好きな作品がすべて被かぶらなくともいいのですよ。……だからこそ育まれる友情もありましょう」

「はあ……そういうものですか？」

　ああ、そういうものだぜ、あやせ。

　俺おれの身近にも、まったく趣しゆ味みが合わないのに、だからこそ仲の良いいやつらがいる。

「肝かん心じんなのは、あやせ氏が、心から面おも白しろいと思える作品を見つけること。そして、それをマイペースで楽しむことですぞ」

　決して押おしつけがましくない、ある意味でオタクらしからぬ──そんなやり方。

　まるで……誰かにそうしてもらったことがあるかのような。

「それが……きりりん氏のことを本当に理解する、近道となりましょう」

「……分かりました。やってみます」




「なはは……いやはや、偉えらそうに語ってしまいましたな」

　沙さ織おりの話を聞き終えたあやせは、再び、深々とお辞じ儀ぎをした。

「沙さ織おりさん、今日はありがとうございました」

「おかげで少しは、桐きり乃ののこと……分かったような気がします」

「それはよかった」

　本当にな。

　あやせにとって、沙さ織おりと知り合えたことが、今日一番の収しゆう穫かくかもしれない。

　桐きり乃ののことを抜ぬきにしてもだ。

「そうだ、あやせ氏。今日の記念に、写真を撮とりませんか？」

「あ、いいですね」

　沙さ織おりは、[image: ω]こんなふうに、むふっと笑った。

「沙さ織おりさん？」

「いえいえ、なんでもありませぬぞ？」

　……沙さ織おりのやつ、何か企たくらんでいやがるな……。

「ではでは、あやせ氏、こちらへ……」

「えっ？　えっ？」

　沙さ織おりは、たちまちあやせを、店内のいずこかへと連れ去ってしまう。

　ぽつんと取り残された俺おれは、誰だれにともなく呟つぶやく。

「……おいおい、沙さ織おりのやつ、あやせをどこに連れて行ったんだ？」

　俺おれの問いに答えたのは、いつの間にかそばにいたきららさんだ。

「試着室ですよ、おにぃちゃん♪　ただいま『コスプレ記き念ねん撮さつ影えいサービス』というのを実じつ施ししておりまして～♪」

「コスプレ記き念ねん撮さつ影えいって……まさか！」




　俺おれの予感は、見事的中していた。

　試着室から戻もどってきたあやせと沙さ織おりは──

「な、なんですかっ……この格好は……！」

「はっはー、お似合いですぞ、あやせ氏！」

　きららさんたちと同じ、メイド服に身を包んでいたのである。

「お、おお……うおぉ……」

　普ふ段だんなら絶対に見ることのできないあやせの（ついでに沙さ織おりの）メイド服姿に、俺おれは陶とう然ぜんと目を奪うばわれる。

　きららさんも、予想以上だとばかりにはしゃいだ声を出す。

「すご[image: ～][image: ～]い！　お嬢じよう様さま、かわいいです！」

[image: ]

「そ、そんなっ……撮さつ影えいでもこんな格好したことないのに……」

　恥はじらうあやせに、さらなる追つい撃げきが加えられる。

「それではお嬢じよう様さま、写しますよ～？」

「えっ、えっえっ……！」

「ハイチーズ♪」

　カシャ、と、きららさんがカメラのシャッターを切った。

　さすがモデル。カメラを向けられると、反射的にポーズを決めてしまうらしい。

「ふふふ、大切な記念写真になりましたな」

「も、もぉ……沙さ織おりさんたら……」

　あやせと沙さ織おり。こいつらも、もう友達って呼んで……いいよな。

　アキバに連れてこられたときはどうなることかと思ったが。

　結果オーライだ。

「……むふふっ」

　あやせのメイド服姿も、拝むことができたしな！

「なぁ二人とも、俺おれも写真撮とっていいかな？」

「ダメです！　い、いやらしい目で見ないでくださいっ！」

　そう拒きよ絶ぜつされてしまったが。

　…………ひそかに俺おれも、携けい帯たいのカメラで、素す晴ばらしい写真を入手したのであった。

　やったぜ。




　夕方になって。俺おれとあやせは、地元の駅前まで戻もどってきていた。

「……では、ここで失礼します」

「おう、今日はお疲つかれ」

「いえ……こちらこそ、色々とお世話になりました」

「まあ、俺おれがしたのって、沙さ織おりを紹しよう介かいしたくらいだけどな」

「十分です。すごく──参考になりました」

　ゆっくりと喋しやべるあやせの声には、心からの想おもいがこもっているように感じられた。

「沙さ織おりと話してみて……どうだった？」

「親切にしていただきましたし……すごくいい人だと思います」

　あやせも、沙さ織おりのことを好きになってくれたらしい。

「お兄さんが沙さ織おりさんを信しん頼らいしている理由、桐きり乃のが沙さ織おりさんを慕したっている理由……分かる気がします」

　そうだろ？

「ただ」

「ただ？」

「やっぱり桐きり乃のの趣しゆ味みのことは……分かりません」

　あやせは、さみしそうに俯うつむいた。

「少しだけ理解できたような気がするけど……まだまだです、わたし」

「そっか」

　俺おれは、優やさしく微笑ほほえみかける。

「えっと……がんばってるおまえに、こんなこと言うのもなんだけどさ……そんなに急いで分かろうとしなくても、いいんじゃねぇかな」

「……そう……でしょうか？」

「だって、桐きり乃のは別に、おまえにそういうのを望んでるわけじゃ、ないだろ」

「………………」

　納なつ得とくしてないな、こりゃ。

「あの……お兄さん？」

「ん？」

「また、相談しても……いいですか？」

「いいよ。いつでも来い」

「ほんとですか？　……本気に……しちゃいますよ？」

「いいって。乗りかかった船だ。それに言ったろ？」




「──俺おれはおまえのことが、大好きだってさ」




　なーんつってな！

「………………………………………………………………」

　あやせは、うつむいたまま、しばらく黙だまり込こんでしまう。

　俺おれの方を一いつ切さい見ずに踵きびすを返かえし、

「さ、さよならっ」

　逃にげるように駆かけ去ってしまった。

「………………あれ？」

　駅前にひとり取り残された俺おれは、ぽつりとひとりごちる。

「……いつもと反応が違ちがうな」

　別に、あやせに罵ののしられたかったわけじゃないが。

　……拍ひよう子し抜ぬけだぜ。
















　いったい自分が何をやってしまったのか。

　このときの俺おれは、ぜんぜん分かっていなかった──







[image: 第四章]







　あやせとアキバに行ったその日の夜。

　俺おれが風ふ呂ろから上がると、妹がリビングで電話をしていた。

「きゃははは、マジで～？　ほんとに～？」

　例のごとくソファに寝ねっ転がって、楽しそうにお喋しやべりしている桐きり乃の。

　ラフなシャツにハーフパンツという、目のやり場に困る格好でだ。

　ったく……しょーがねーなーとか思いながら見ていると、妙みような会話が聞こえてきた。

「……えっ？　あやせ、いま、なんてった？」

　どうやら電話の相手はあやせらしい。

　親友なのだから不思議でもなんでもない。

　問題は、ここからで……。

「アキバ？　あやせと、あたしが？　え？　え？　なんで？　なんでそーゆう話になるワケ？　いや、うん……まあ……そりゃ……いいケドさ。……どういう風の吹ふき回し？」

　アキバ、という単語に、俺おれの興味が惹ひき付つけられる。

　……あやせのやつ……まさか……。

「うん、うん……分かった。りょーかーい」

　ぴ、と桐きり乃のは電話を切る。それから彼かの女じよは、ソファの上で頭を抱かかえる。

「んー……んー……う[image: ～][image: ～]ん……」

「桐きり乃の、なーにうなってんだ？　風ふ呂ろあいたぞ」

「うっさい」

　桐きり乃のは、ちら、と視線だけをこちらに寄よ越こし、

「なんかあやせが、『一いつ緒しよにアキバ行こう』とか言って来たんだケド」

「へ、へえ」

「あのあやせがだよ？　……ありえなくない？」

　俺おれも、今朝そう思ったわ。

「怖こわいなー。なーんか裏がありそーな気がするんだよね……どう思う？」

「お、俺おれに聞くなよ」

　親友相手にひどい言い草だなこいつ。

　まぁ、桐きり乃のには分からないだろうが、あやせと今日一日過ごした俺おれには分かる。

　きっとあやせは……さっそく『勉強の成果』を、桐きり乃の相手に試ためすつもりなんだろうな。

　……うまくいきゃいいけど。

「ところであんたさ、今日どこ行ってたの？」

「え!?」

　ドキッ！　と俺おれの心臓が激しく跳はねた。

「な、なな、なんでそんなこと、おまえに言わなくちゃなんねーの？」

「……なに動どう揺ようしてんの？　ちょっと聞いただけじゃん」

「そ、それは……その、だな」

　なかなか答えない俺おれを見た桐きり乃のは、ソファから立ち上がって近寄ってきた。

　両目を細めた疑いの眼まな差ざしで、

「ふーん。言えないようなとこ、行ってたんだ」

「別にそういうわけじゃねーよ。ちょっと……アキバにな」

「ふーん」

　桐きり乃のは、小さな唇くちびるを尖とがらせて、

「ふぅーん」

「な、なんだよ」

「べっつにー…………アキバにぃ、誰だれとぉ、なにしに行ってたんだろーなぁ[image: ～][image: ～]──って」

　ああくそ、めんどくせー妹だな！

　俺おれが休日、誰だれとどこに行こうが別にいーじゃねーかよ。

　でもそう言うと大おお喧げん嘩かに発展するしなあ！　あぁあぁぁどうする！　どうする俺おれ!?

　桐きり乃のが納なつ得とくするような『俺おれがアキバに行ってきた理由』をひねり出さねば！

「俺おれが、アキバになにしに行ってきたかって……？　──桐きり乃の！　耳ぃかっぽじってよく聞きやがれ！」

　追おい詰つめられた俺おれはヤケクソ気味に言ってやった。




「アキバにエロゲーを買いに行ってたんだよ！」




「ちょ、マジで!?」

　さすがの桐きり乃のも、目を剝むいて驚おどろく。

「おう！『らぶりー妹マイ妹マイパラダイス』初しよ回かい限げん定てい版ばん店てん舗ぽ特とく典てんテレカ付きを予約してきたぜ！　文句あっか！」

「な、ないけど！　……逆ギレすることないじゃん」

「フルコンプしたらおまえにも貸してやるよ！　フハハ、じゃあな！」

　俺おれは、あっけに取られて硬こう直ちよくする桐きり乃のをその場に残し、さっそうとリビングを後にしたのである。後ろ手でドアを閉めて、

「……よし、勝った」

　尊厳を捨ててまで、俺おれはいったいなにに勝利したというのか。

　それは誰だれにも分からなかった。




　自室に戻もどった俺おれは、ノーパソを起動し、とあるゲームメーカーの公式サイトを閲えつ覧らんしていた。

　なにをやっているかって？

　エロゲーを予約するんだよ！　言い訳に使っちまったからなあ！

「桐きり乃のに啖たん呵か切ったとおり、フルコンして貸してやらねえと、あいつになに言われっか分かったもんじゃねえ……」

　ったく！　非オタの俺おれが、なんでこんなことを！　やってられねーぜ！

「えーと、『らぶりー妹マイ妹マイパラダイス』初しよ回かい限げん定てい版ばん店てん舗ぽ特とく典てんテレカ付き……と……うおっ、なんで特典テレカの絵え柄がらこんな種類あんだよ……ふうむ、せっかくだから一番良いいのを選ばねばな……くっ、どこの店で予約をすればいいのだ……」

　妹の影えい響きようで、段々と手慣れてきている俺おれであった。

　そんなときだ。

　俺おれの携けい帯たいが、ピピピと着信を鳴らし始めた。

　液えき晶しようを見ると、

「あやせから？　──はい、高こう坂さかです」

『こんばんは、お兄さん』

「お、おう。こんばんは……桐きり乃のとアキバに行くんだって？」

『え、ええ……』

　携けい帯たいから聞こえてくるあやせの声は、どことなく不安そうだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　あいつと二人で。もしよかったら、付いて行ってやろうか？」

　俺おれとしても心配だったので、そう提案してみたのだが……。

『大だい丈じよう夫ぶですよ。自分でなんとかしてみます』

「そ、そっか」

『それに、ふふ……わたしと桐きり乃のが遊ぶのに、お兄さん、なんて言って付いてくるつもりなんです？』

「……言われてみればそうだな」

『ふふ』

　笑われてしまった。それでも俺おれの心配が、消えることはない。

「ま、まあ……頑がん張ばれよ」

　そう言ってやるくらいのことしかできなくて、なんともはがゆい。

『はい、頑がん張ばります』

　そうして、最重要の用件が済んだあと、

「………………」

「………………」

　しばしの沈ちん黙もくが、俺おれたちの間に横たわった。




「あのさ」

『あ、あのっ』




　俺おれたちは、同じタイミングで話し始めてしまう。

「っと」

『ご、ごめんなさい。お先にどうぞっ』

「い、いや、たいしたことじゃないから……おまえから言えよ」

『は、はい』

　……なんだか、今日の俺おれたちはおかしい。

　妙みようだ。

　調子が狂くるうというか……理由もなく照れくさいというか……。

　あやせの雰ふん囲い気きがいつもと違ちがうように感じられる。

『えと、じゃあ──わたしから』

　あやせが切り出したのは、意外な話題だった。

『お兄さん……「夏コミ」のことなんですが』

「『夏コミ』？」

　まさかあやせから『夏コミ』なんて台詞せりふが出てくるとは！

『今日、沙さ織おりさんが言っていたじゃないですか。桐きり乃のが楽しみにしている「お祭り」がある──って』

「ああ」

　昼間、そんな話をしたっけな。

　ただ、この話題はなぁ……あやせにとってデリケートなとこなんだが……。

　俺おれは、ふぅ、と息を吐はいてから、慎しん重ちように言葉を選んでいく。

「去年の夏、おまえと桐きり乃のが出くわして──喧けん嘩かになっただろ？」

『はい』

「あれが『夏コミ』の帰りだったんだ」

『────』

　電話の向こう側で、あやせが息を吞のんだのが分かった。

　そう。あれは、一年前の夏──




　──……ごめんなさい。わたし、そういう人とは今後お付き合いできません。




『あ……あのとき……わたし……桐きり乃のにひどいことを』

「もう、済んだことだろ？」

『…………でも、桐きり乃のの趣しゆ味みについて知れば知るほど……どれだけ自分が嫌いやなやつだったのか……分かってしまって』

　やはり、当時を思い出してしまったのであろうあやせは、落おち込こんでしまった。

　気にするなよ、と、口で言うのは簡単だが……それだけじゃあ、ダメなんだろうな。

「………………」

　あやせが『桐きり乃のの趣しゆ味みを理解したい』と言い出した理由……俺おれには察しが付いている。

　桐きり乃のが、自分の理解できないものに熱中していることへの不安。

　桐きり乃のが、話の合うオタク友達に、取られてしまうんじゃないかという不安。

　桐きり乃のの大切なものを否定して、いまも理解できないままでいる自分──

　どうしていいか分からなくて。

　だけど、何かをせずにはいられなくて──

　……なんとかしてやりたいけど。




「あやせ……『夏コミ』、行ってみるか？」




『えっ？』

「先に言っておくけど。たぶん、おまえにとっては楽しいところじゃない。経験者の俺おれが断言する。暑いし、疲つかれるし……いいことなんてちっともない」

　オタクの皆みなさんには申し訳ないが。

　あそこは、誰だれもが楽しめる場所ではない。

　あくまでオタクのお祭りだ。少なくとも、あやせが楽しいと思える場所ではないだろう。

　だが、だからこそ、あえて言う。

「それでもよかったら……一いつ緒しよに、行ってみるか？」

『……え……っと……』

　……これであやせの『オタク嫌ぎらい』を直せるなんて、思っちゃいない。

　むしろ逆効果になる可能性も高い。

　だけど──きっとこいつは、何かをせずにはいられないだろう。

　放っておいたら、自分勝手に暴走して、空回りして、一人で傷つくに違ちがいないのだ。

　だったら俺おれは、それにとことん付き合ってやりたい。

　一いつ緒しよに空回りして、一いつ緒しよに怪我けがをしてやりたい。

「どうだ、あやせ」

『……いいんですか？　お兄さんは受験生で、忙いそがしいのに』

「気にすんなって、これでも成績いいんだぜ？」

『桐きり乃のや沙さ織おりさんと、夏コミに行くんじゃ……？』

「いやあ、誘さそわれてねえな。今年はどうすんのかね、あいつら」

　もしかしたら、これから俺おれを誘さそってくれるつもりだったのかもしれない。

　けど、悪いな。

　今年の俺おれは、あやせと一いつ緒しよに夏コミに行くぜ。

「だから、おまえ次し第だいだ」

『お兄さん、わたし──』

　あやせが決意を固めるまでに、長くはかからなかった。




『お願いします』




「決まりだな」

　こうして。

　俺おれとあやせ、桐きり乃のの趣しゆ味みに振ふり回まわされ続ける仲間である俺おれたちは──

　ともに夏の祭典へと行くことになった。




　夏コミ当日の朝。

　俺おれとあやせは、新しん木き場ばからりんかい線せんで国こく際さい展てん示じ場じよう駅えきへと向かっていた。

　その車内──

「う、うぅ……相変わらず混んでるな」

「ど、どうしてこんなに満員なんですか？」

　俺おれたちは溢あふれんほどの人ごみに、押おし潰つぶされそうになっていた。

　嵐あらしのような人波は、都内の通勤ラッシュに匹ひつ敵てきするほどのものだ。

　ただし車内を占しめるのは、スーツを纏まとう会社員たちではなく──

「……みんな、俺おれたちと目的地が同じなんだろ」

「え……この人たち全部ですか？」

「ああ」

　──日本全国から集つどうオタクたちだ。

「言っとくが、現場はこんなもんじゃないぞ」

「うわ……」

「怖おじ気けづいたか？」

「い、いえ。そんなことありません」

　あやせは、出入口そばの手すりにつかまって、必死に耐たえている。

　俺おれは、彼かの女じよに人ごみの圧力がかからぬよう、守るような位置に立つ。

「ならいいけど。……はは、しかし最近、おまえとばっか出かけてるな」

「えっ？」

「なに？」

「いえ……なんでも」

　あやせは、ふと、うつむいてしまう。

　どうしたのだろう？

「あの……」

　うつむいたまま、彼かの女じよは呟つぶやく。

　満員電車の中では、気を付けていないと聞き取れないほどの小声で、

「お姉さん──麻ま奈な実みさんに、怒おこられませんか？」

「どういうこと？」

　なんでここで麻ま奈な実みの名前が出て来る？

　田た村むら麻ま奈な実み──説明不要の、俺おれの幼おさな馴な染じみ。

「ですから、わたしと二人で出かけたりしたのがお姉さんにバレたら……大変じゃないですか？」

　いや……本当に、なに言ってんだ？

「バレたらというか、今日あやせと出かけることは、麻ま奈な実みに言ってあるぞ」

「ええ!?」

「水すい筒とうとか、用意してもらった。こういうとき、頼たよりになるんだ、あいつ」

　そう言って、俺おれは背負っているリュックを指差した。

　すると、あやせはへたり込こみそうなくらいに脱だつ力りよくする。

「はぁ……もぉ[image: ～][image: ～][image: ～]どうして『あなたたち』はいっつもそうなんですか」

「なんで怒おこってるんだよ」

「そんなだから、わたし……なんかに……」

　その先は、あまりにも小声で、聞き取ることはできなかった。

「おまえが何を言いたいのかよく分からんけど、麻ま奈な実みから伝言を預かってる」




　──いってらっしゃい、二人とも楽しんできてね。




「──だってさ」

「…………はい。いってきます、お姉さん」

　その場にはいない麻ま奈な実みに対して、しみじみとあやせは首しゆ肯こうする。

　どうやら……俺おれの知らないところで、あやせと麻ま奈な実みの間には、不思議な絆きずなができていたようだった。




　電車に乗ってから、さらにしばしの時が過ぎた……。

　相も変わらずの満員電車だ。

　まぁ、それも当然である。なぜって、みんな同じ駅で降りるんだから。

　車内が空く道理がない。

「…………ふぅ……すでに疲つかれてきたぜ……」

「………………」

　あやせも同じなのだろう。

　眉まゆをひそめて、困ったような顔で俺おれを見上げている。

「…………………っ……………………」

　蒸むし暑あついのか、ひどく赤面している……のだが。

　なんだかその様子が、妙みように艶なまめかしく見えた。

「……あやせ？」

「………………………………………………」

　あやせは、下した唇くちびるを嚙かみ、かすかに身体からだを震ふるわせている。

　どうしたのだろうと不ふ審しんに思っていると、彼かの女じよはふいに、

「ひっ!?」

　悲鳴とともに、びくんと跳はねた。
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「お、お兄さんっ！」

「どっ、どうした？」

「ど、どうしたじゃありません！　こ、こんなところで……怒おこりますよ？」

「なにが？」

「……とぼけないでください」

　あやせは、おしりに片手を回し、真っ赤になって俺おれを睨にらむ。

「いま、わたしのおしり……さわりましたよね」

「さ、さわってないよ！」

　突とつ然ぜんなに言ってんのこの娘こ!?

「う、ウソ吐つかないでくださいっ。絶対さわりました。位置的に犯人はお兄さんしかありえません」

「満員電車でなんてことを言うんだ!?　俺おれの人生を終わらせるつもりか!?」

「だ、だって……きゃっ！　ほ、ほらまた……！」

「俺おれじゃないって！」

　マジで！　確かにあやせの近くには、俺おれしかいないけど……ッ！

「いい加減にしないと通報しますよ！」

　そんなやり取りをしていると、

「やだっ、痴ち漢かん!?」「噓うそ、どこどこ？」「ほら、あそこ、ドアのあたり──」

「おまえ捕つかまえてこいよ……」「誰だれか助けてあげて」

　い、いかん！　周囲がざわめき始めている……！

　アワアワと慌あわてる俺おれ。そこに──

「ちょっと、そこのあなた！」

「ひいっ!?」




「お、俺おれはやっていないッ！　えん罪だ──！」




「ごめんなさいね、うちの子が、彼かの女じよさんにくっついてたみたい」

「……へっ？」

「ふぇ？」

　俺おれとあやせは、すっとんきょうな声を上げ、下──あやせの足元を見る。

　そこには、小さなお子様が一人。

　……どうやら、人ごみから逃のがれるため、俺おれがあやせのために作ったスペースに入はいり込こんできていたらしい。

「……………………」

　あやせは、呆ぼう然ぜんと『痴ち漢かん』の正体を見つめて──

「な、なーんだ。そ、そういうことだったんですね！」

　ごまかすように、明るい声を出した。

「あは、あははは……」

「……………………………………………………」

「…………お兄さん、怒おこってます？」




　十数分後──

「…………ふん」

「お、お兄さん。そろそろ機き嫌げん直してください」

「別に？　機き嫌げん悪くなんかないぜ」

　俺おれは、あやせと並んで歩きながら、彼かの女じよをジト目で流し見る。

「どぉ～せ俺おれなんか信用されてないんだし？　ああいう状じよう況きようだと、真っ先に疑われちまうのさ」

「思い切り根に持ってるじゃないですか……。ほ、ほら、ジュース買ってあげますから」

「俺おれは子供か！」

　別にもう怒おこっちゃいない。

　本当に。

　あの状じよう況きようなら、まあ、しゃあないって分かってるさ。

「じゃあ、スポドリな」

「……はいっ！」

　国こく際さい展てん示じ場じよう駅えきから出ると、今年一番という猛もう暑しよが襲おそいかかってきた。

　ゆらめく視界。フライパンと化したアスファルトからは、肺を焼やき尽つくすかのような夏の匂においが立ち上っている。

「す、凄すごい行列ですね。まさか……あそこに並ぶんですか？」

「おう」

「……まさか、この、全員が？」

「おう」

「…………ふわぁ」

　一年前の俺おれと、同じ反応だな。

　首都圏けんに住んでいる俺おれたちであっても、ここまで大勢の人間が集まっている光景を見ることなんてなかなかない。規模だけでいっても、すごいお祭りなのだ、コレは。

　俺おれは、深呼吸をひとつして、己おのれの掌てのひらに、ぱしんと拳こぶしを突つき入いれる。

「よっし、行こうぜ」

「え？　あそこに並ぶんじゃ……」

「そうだけど。並ぶためにはまず、誘ゆう導どうに従って会場をぐるっとまわって来なくちゃいけないんだ」

「うわ……先は長いですね」

　本当にな。




　それからたっぷり一時間ほども経たった頃ころ。

　俺おれたちは、整然と並ぶ一いつ般ぱん列の中にいた。

　真夏の陽光が、オタクたちの黒い服をギラギラと焼やき焦こがす。

　きわめて人口密度が高いせいで、ひどく蒸むし暑あつい。

「……そろそろ開場の時間だぜ」

「……ふぅ。……よ、ようやくですか……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、平気です」

　……あやせのやつ、熱気にあてられたみたいだ。

　俺おれは、リュックをゴソゴソとあさる。

『あるもの』を取り出し、あやせの首筋に押おし当あてた。

「ほれっ」

「ひゃっ!?　な、なに!?」

　シリを触さわられたときと同じ悲鳴を上げるあやせ。

「麻ま奈な実み特製麦茶だよ。冷たくてうまいぜ？」

　俺おれはそれを、あやせに手て渡わたす。

「……ありがとうございます。もぉ、わざわざ首筋に当てないでくださいっ」

「ごめんごめん」

「……その、ずいぶん慣れてるんですね？」

「参加するの、二回目だからな」

　とはいえ、別に慣れてるってほどじゃない。

　沙さ織おりと話して、改めて予習はしてきたけどな。

「桐きり乃のもこうやって、並んでたんですか？」

「ああ。友達と携けい帯たいゲームやりながら、暑いだの臭くさいだの文句言いまくってたぜ」

　実に懐なつかしい。

　ただでさえクソ暑いってのに、ぐちぐちぐち言いながら、黒くろ猫ねこと喧けん嘩かしていたっけ。

「携けい帯たいゲームって……ああいうの、ですよね？」

　あやせが指差した先では、去年の桐きり乃のと黒くろ猫ねこのように、携けい帯たいゲームで狩かりゲーをプレイしている女の子たちがいた。

「ああ、ああいうの」

「……へえ」

「今度、やってみる？」

「え？」

「あのゲームなら俺おれも持ってるから、今度試ためしにやってみるか？　桐きり乃のとも一いつ緒しよに遊べるしさ」

　きっと喜ぶぞ、あいつ。

「いいんですか？」

「もちろん」

「じゃあ……お願いします」

「はいよ」

　こうやって──無理せず、少しずつ、でいいと思うんだけどな。

　こいつはいっぺんに頑がん張ばりすぎだ。

　……そこがいいとこでも、あるんだけどさ。




　それからさらに時が経たって……。

「や、やっと入れましたね」

「おう」

　俺おれたちは、ようやく──本当にようやくだ──ビッグサイトの中に入ることを許された。

「うわっ……中もすごい熱気」

「さっそくだけど、少し休きゆう憩けいにするか？　暑いところで並んでて、疲つかれたろ？」

「い、いえ……まだまだ大だい丈じよう夫ぶです」

「そんなに気張らなくてもいいと思うぜ。俺おれたちには買いたいものなんてないし、目当てのイベントもないんだから」

　俺おれは、はやるあやせを落ち着かせるべく、穏おだやかな声こわ色いろで言う。

「ゆっくり見物しようぜ」

「でも……桐きり乃のだったら、いきなり休きゆう憩けいしたりはしませんよね？」

「まあな」

　あいつだったら、目当ての本を買うために東ホールに直行コースだろうよ。

　もしくは西ホール企き業ぎようブースか？

　去年は欲ほしいものが売り切れて、悔くやしい思いをしたはずだからな。

　あやせは、首を横に振ふる。

「なら、わたしも……同じようにしたいです」

　桐きり乃のの気持ちを分かるために、か。

「分かったよ。行こう」

　前を向くと、楽しそうに先を歩き、俺おれを呼ばわる桐きり乃のの姿を幻げん視しする。

　その背を追って、俺おれたちは東ホールへと向かっていった。




　建物の中に入って、強きよう烈れつな日差しこそなくなったが、暑いことに変わりはない。

　こまめに水分を補給しつつ、混雑の中を歩いていく。

　ところが──

「ふわ」

「おっと、転ぶなよ？」

「は、はい……きゃ」

「お、おい大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……ですっ」

「…………」

　あやせのやつ……周りがオタクだらけで萎い縮しゆくしてるのか、初めて来た場所に緊きん張ちようしているのか、注意力が散さん漫まんになっているな。

「あやせ、ほら」

「えっ？」

「手、繫つなぐか？　はぐれないようにさ」

「なぁっ──」

　あやせは、熱気で火ほ照てった顔を、さらにカァァ……と赤らめて、

「い、イヤです！」

「そんな強きよう烈れつにイヤがることないだろ!?」

「だ、だって…………だめに決まってるじゃないですか」

　あやせは、右手をぐぅぱぁと開閉させる。恥はじらうように言った。

「……手、汗あせかいちゃってるし」

　だからいいんじゃないか──とは、さすがの俺おれでも、このシチュでは言わんよ。

「じゃあ、せめて服のすそとかでいいからつかんでろよ。去年、桐きり乃のもそうしてたし」

　桐きり乃のもそうしてた。

　その言葉の効果はてきめんであった。

「……こうですか？」

「おう」

　あやせは、とても素す直なおに、俺おれの服のすそをつかんできたのである。




　俺おれたちが最初に向かったのは、東４ホール。

　広大な空間に、サークルブースがズラリと並んでいる。

「ここが同どう人じん誌し即そく売ばい会かいの会場だ。夏コミのメインといってもいい」

「わたし、同どう人じん誌し即そく売ばい会かいというものが……いまいち分かっていなかったんですが……」

　あやせは、首を伸のばして、会場を覗のぞき込こむようにする。

「もしかして、あの机のひとつひとつで……」

「ああ、同人誌を頒はん布ぷしてる」

「……すごい」

「だろ？」

　自分でもよく分からんのだが、何故なぜか誇ほこらしい気持ちだった。

「沙さ織おりに言わせると、『みんなで創るお祭り』──なんだとさ」

　俺おれとあやせは、特に同どう人じん誌しを買うわけでもなく、ぶらぶらと『島しま中なか』を見物していった。

「あ……あれって、桐きり乃のが好きな『メルル』の本ですか？」

「そうみたいだな。見に行ってみるか？」

　そう問うと、ぴくん、とあやせの肩かたが跳はねる。

「あの……ふと気づいたんですけど、もしかして……桐きり乃のもいまここに来てるんじゃ」

「あー」

　その可能性もあるか。

「そういや、あいつの予定を確かく認にんしてなかったな。もしかしたらいるかもしれん」

「た、たいへん!?」

「いやあ……大だい丈じよう夫ぶだろ。こんなたくさん人がいるのに、出くわさねえって」

　とか言ってる矢先に、




「よっし、これで壁かべサークル巡めぐりは終しゆう了りようっと。え～っとお次は～」




　……なんかいま、聞こえたな。

　もの凄すごぉ[image: ～][image: ～][image: ～]く、聞き覚えのある女の声が。

「………………」

「どうかしました？　お兄さん」

「──なんでもない。……出くわさないとは思うけど、一応念のために、メルルのサークルには近づかないようにしようぜ」

「そ、そうですね」

　俺おれたちは、そそくさとメルルのブース群から離はなれていった。

　次いで向かった先では、またしても見知った作品の同どう人じん誌しを見つけた。

「お、マスケラの本じゃねえか」

「マスケラ？」

「アニメだよ。結構好きなんだ、俺おれ」

　黒くろ猫ねこ──桐きり乃ののオタク友達であり、俺おれの後こう輩はい。

　彼かの女じよの影えい響きようで、俺おれは『マスケラ』というアニメにややハマりかけていた。

　桐きり乃のからは厨ちゆう二に病びようアニメなどと揶や揄ゆされる、メルルのライバル的な作品である。

「ちょっと見て行こうぜ？」

「はあ……いいですけど」

　俺おれたちが向かったのは、マスケラの二次創作サークル『孤高の闇猫ロンリーキヤツト』。

　ふうむ……なかなかカッコいいサークル名ではないか。

　表紙イラストも結構うまい。

「なぁなぁ、あやせ。この主人公、俺おれにちょっと似てね？」

「どれです？」

「これこれ」

　漆しつ黒こくの外がい套とうを纏まとう、イケメンクールな鬼き畜ちく主人公だ。

　それを見たあやせは、きっぱりと一言。

「お兄さんは、こんなに美形じゃないですよ？」

「ちょ、言葉を選ぼうよ。さすがに傷つくわ」

「ごめんなさい。でも──ふふっ」

「なに？」

「『俺おれはそれほどオタクじゃない』なんて言ってたくせに──いまのお兄さん、凄すごくオタクっぽかったですよ？」

「……そ、そうかな？」

「はい」

「…………き、きもかった？」

「はい。凄すごく」

　がっ……。

「おまえはハッキリものを言い過ぎだからな」

　俺おれは、涙なみだ目めになって、がっくりとうなだれる。

「はぁ……そっか」

　……いつの間にか俺おれって、キモオタになっていたのか。

「でも、イヤじゃないです」

「……えっ」

　頭上から降ってきた優やさしい言葉に、俺おれは顔を上げる。

　と。

　そこには、穏おだやかな微笑ほほえみをたたえたあやせの顔が。

「あやせ……いま、なんて？」

「ふふ。お兄さん、わたしは……」

　意味深な台詞せりふが最後まで紡つむがれる前に──




「…………私のサークルの正面で、いちゃいちゃしないでくれるかしら」
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　うっそりと恐おそろしい声が、あやせの発言を断たち切きった。

「……え？」

　声の主を見れば、そこにいたのは、

「く、くく、くろっ……」

　ゴスロリファッションを身にまとう、赤い瞳ひとみの和風美人。

「黒くろ猫ねこ？」

　誰だれあろう、五ご更こう瑠る璃り──黒くろ猫ねこである。

「違ちがうわ」

　どう見ても黒くろ猫ねこなのに、彼かの女じよはそう否定した。

　そして、昏くらく邪じや悪あくな笑えみを浮うかべる。

「ククク……我わが名は〝闇やみ猫ねこ〟。〝浸しん食しよく〟を受うけ容いれ、黒き天使へと転生した存在……」

　なに言ってんだこいつ。

　いつもの数倍トバしてんな。

「黒くろ猫ねこだろ？」

「ち、違ちがうと言っているじゃないっ」

　やっぱり黒くろ猫ねこじゃないか。

「そ、そうか……おまえもサークル参加、してたんだ」

「ふんっ、ええ……していたわ。一人でね」

　なんだか知らんが機き嫌げん悪いな。

「……っふ……まあ、いつものことよ。冬コミだって……そうだったのだから。……しょ……しょせんっ……人間風ふ情ぜいと私とでは、棲すむ世界が違ちがうということ……」

　黒くろ猫ねこは、うるうると赤い瞳ひとみをうるませて、身体からだを震ふるわせている。

　庇ひ護ご欲をそそる姿に、俺おれは大いに慌あわてた。

「お、おいおい……なんでしょんぼりしちゃってんの？」

「……しょんぼりなんて、してないわ」

　してるじゃないか。

「……あなたこそ、こんなところに来ていていいの？　受験で忙いそがしいでしょうに」

「そうでもねえよ。大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ、わりと余よ裕ゆうあるし」

　少しでも気持ちを楽にしてやろうと、俺おれはあえて明るく返答した。

　それを聞いた黒くろ猫ねこは、目を大きく見張って、

「……なっ……」

「はは、心配してくれてありがとな」

「…………そ、そんな……な、なら……私は……いったい何のために……」

　なにやらショックを受けている様子。

　わなわなと両手を震ふるわせ、『遠えん慮りよ……』だの……『誘さそわずにいたのに……』だの……ボソボソ呟つぶやいている。

「？　どうした？」

「なんでもないわ！」

「おわっ！」

　ど、どうしたんだ黒くろ猫ねこのやつ!?　こいつがこんな大声を出すなんて──

「……とんだ道どう化けね」

　一転、さみしそうに自じ嘲ちようする。

「なんだってんだよ」

「あなたには関係ないわ。こちらの話よ」

　黒くろ猫ねこは、硬かたい声で話題を変える。

「……ふん。で──なに？　一冊も本が売れていない私を、あざ笑いに来たのかしら？」

「そんなわけないだろ！」

　……い、一冊も売れてないんだ。

「ならば……そう……可愛かわいい恋こい人びとを見せびらかしにきたというわけ。……でも、無む駄だよ。あなたごときが誰だれと付き合おうと、闇やみに心を捧ささげたいまの私は、なんの痛つう痒ようも感じはしないわ」

　……な、なんという被ひ害がい妄もう想そう。

「黒くろ猫ねこが……黒くろ猫ねこが──……やさぐれている」

　俺おれは、黒くろ猫ねこが放つ漆しつ黒こくのオーラに気け圧おされ、一歩、二歩とたたらを踏ふんだ。

　俺おれと黒くろ猫ねこの会話が途と切ぎれ、あやせが口をはさんでくる。

「お、お兄さん……大だい丈じよう夫ぶですかこの人？　なんだか危ないですよ？」

　おまえが言うな！

「お、おい……黒くろ猫ねこ？　落ち着け、おまえは何か誤解をしている」

「誤解？　……なにが誤解だというのかしら？」

「ええと、まずは連れを紹しよう介かいさせてくれよ」

　俺おれは、掌てのひらであやせを示す。

「この娘こは、新あら垣がきあやせ。桐きり乃ののクラスメイトで親友だ」

「……あの女の……親友ですって？」

「ど、どうも……」

　おずおずと会え釈しやくをするあやせ。彼かの女じよの顔を、黒くろ猫ねこはマジマジと見つめる。

「そういえば……見覚えがあるわね」

「は、はい。一年前の夏コミで──少しだけお会いしました」

「……ああ。あのときの」

　……ほっ。どうやら誤解が解けそうだ。

「呆あきれたわ……妹の親友に手を出すなんて、最低ね」

　解けてねぇ──!!

「て、手を出すって……な、なに言ってんだよっ」

「……否定しないのね」

「…………」

「お、お兄さんっ！」

「ごめん、いま一いつ瞬しゆん見み栄え張はろうとした」

　そんな場合じゃないんだが、そうだと言い張りたい気持ちが、否定を遅おくらせたのだ。

「も、もう！　あのっ……ち、違ちがいますからねっ」

　逆にあやせは、そこまで否定せんでも……。

　俺おれたちのやり取りを見て、誤解が解けたはずの黒くろ猫ねこ。

　ところが、どうもそんな様子ではなくて──

「……フ……ククク……り、理解したわ。これが──この溢あふれる負の想念が……〝リア充じゆう爆ばく発はつしろ〟という感情なのね」

　厨二病的覚醒イヤボーンの前兆みたいな感じで、フルフルする黒くろ猫ねこ。

「お、おい黒くろ猫ねこ。だからマジで誤解するなって。きょ、今日のおまえ、なんだかいつもにも増して変だぞ？」

「……っふ……さっきから違ちがうと言っているでしょう？」




「いまの私は……復ふく讐しゆうの天使〝闇やみ猫ねこ〟よ」




　……闇やみ猫ねこて。

「嗚あ呼あ……苦しいわ。胸がとても苦しいわ。あまりにも苦しくて──」

　くす、と悪い笑えみで、

「───あなたの妹に通報してしまいそうよ？」

「それはマジでやめてくれ!?」

「あら？　何故なぜかしら？　別にやましいことはないのでしょう？」

「やましいことがなくてもダメなもんはダメだ！　絶対誤解されて大変なことになるから！」

「ふん、そんなの、知ったことではないわ」

「だー、ああもう」

　俺おれが闇やみ堕おちした黒くろ猫ねこにやり込こめられていると、俺おれを押おしのけて出てきたものがいた。

「──いい加減にしてもらえますか？」

　げっ……あ、あやせ。

「……引ひっ込こんでなさいスイーツ２号。私は先せん輩ぱいと話をしているのよ？」

「いいえ、さがりません。なるほど……よく分かりました。あなたが邪じや気き眼がん電でん波ぱ女おんなですね」

「なっ……じゃ、邪じや気き眼がん……で、ででで電でん波ぱ女おんなですって……？」

　おーい、見たことあるぞ、この展開。

「当たりみたいですね。実は、今の今まで意味を分かっていなかったんですが、あなたの痛々しい言動を聞いてたらピンときちゃいました」

　あやせは、フッとせせら笑う。

「……ああ、この人が桐きり乃のがいつも嫌きらいだ嫌きらいだって言ってる『邪じや気き眼がん電でん波ぱ女おんな』なんだなぁ～って」

「い、いい度胸をしているわね……ビッチの親友はビッチということかしら？」

「ビッチ……？　もしかしてそれ……桐きり乃ののこと？」

「フッ、だとしたらなに？」

　やばいよー。黒くろ猫ねこさん、あやせに桐きり乃のの悪口はとってもやばーい。

　俺おれは寒気を覚え、ちら、とあやせの顔を覗のぞき見る。

「…………ふふ……ふふふふ……」

　ホラあ！　目の光が消えている……！

　がらりと変へん貌ぼうしたあやせに対し、黒くろ猫ねこ──否、闇やみ猫ねこが戦せん慄りつする。

「……こ、この圧あつ倒とう的てきな殺意。……そう、そういうこと……ククク……上手うまく擬ぎ態たいしたものねバケモノ」

　まるで堕だ天使を目もく撃げきした悪あく魔まのような言い草だ。

「スーパービッチの本ほん性しようを隠かくして、先せん輩ぱいに近づいたのかしら？」

「……もう我が慢まんの限界です。どうなっても……知りませんよ？」

「やめ────い」

　俺おれは大声で、二人の間に割って入った。

「おまえら夏コミの会場で、殺し合いを始めそうな空気を作るのやめろ！　っつーか、会って早々険悪だな！　なんでいまのやり取りで喧けん嘩かになる必要があんの!?　傍はたから見てても分からねえよ！」

「それは先せん輩ぱいが莫ば迦かだからよ」

「脳の代わりに綿でも詰つめているんですか、お兄さん？」

「ぐっ……！」

　お、俺おれを罵ば倒とうするときだけ、息ぴったりになりやがって！

　しかしそうか。なんとなく分かったぞ。

『桐きり乃のの親友』同士で喧けん嘩かになっちまっているってことは──

　これは……桐乃を巡る争いか。

　……難なん儀ぎなこっちゃ。

「……莫ば迦かが莫ば迦かなことを考えている気がするわ」

「同感です」

　こうして。

　あやせと黒くろ猫ねこの初対面は、盛せい大だいないがみ合いになってしまった。

　まるで桐きり乃のと黒くろ猫ねこが、初めて会ったときのよう……。

　いや……話題が嚙かみ合あってないぶん、数段タチが悪いかもな。




　俺おれとあやせは、黒くろ猫ねこと別れ、通路まで戻もどってきていた。

　やれやれ……黒くろ猫ねこに口止めをするの、すげー大変だったぜ。

「ふぅ……。あやせ、おまえもおまえだ、あんなにムキになることないだろうに」

「……だって」

　むす、と唇くちびるを尖とがらせるあやせ。

「あの……お兄さん？」

「んー？」

「いまの娘ことは……どんな関係なんですか？」

「どんな関係って？」

「言葉どおりの意味です」

「……うーん、黒くろ猫ねこと俺おれの関係ねえ。難しいこと聞くな。えっと……そ、そうだな。あいつは俺おれにとって──」

「お兄さんにとって？」

「大事な後こう輩はいで」

「大事な後こう輩はいで」

「妹の大切な親友で」

「……桐きり乃のの大切な親友で」

「でもって、俺おれの友達だ」

「……………………」

　あやせは、虹こう彩さいの消えた瞳ひとみで俺おれをじぃ～と見つめていたが。

　やがてパァッと表情を明るくした。

「そうなんですか。お兄さんにとって、黒くろ猫ねこさんは友達なんですね？」

「ああ、なんでいきなりそんなことを？」

「いえ、別に……ふふ……軽い気持ちで、ちょっと聞いてみただけです」

「[image: ]　ふーん」

　そんな他愛もない会話をしながら、俺おれたちは西ホール企き業ぎようブースへと向かっていた。

　その途と中ちゆう──

「うわ……あれ、コスプレっていうやつですよね？」

　コスプレ広場を通った。

　さまざまなキャラクターに扮ふんした人たちが、そこかしこでポーズを取ったり、写真を撮とってもらったりしている。

「ああ、凄すごいだろ？」

「……はい。みんな、楽しそう」

　悪くない感かん触しよくだ。

　俺おれも去年初めて来たときから、この場所は面おも白しろかったし。

　待てよ……こいつは、好感度アップのチャンスじゃないか？

「ほら、見てみろよあやせ」

「え？」

「あのキャラなら、おまえも知ってるんじゃないか？」

「どれです？」

　俺おれが指さしたのは、素す晴ばらしくエロいコスチュームの美少女だ。

「ほら、あの娘こ。『星くず☆うぃっちメルル』のキャラのコスプレをしてる──」

「タナトスじゃないですか!?」

「痛ってぇ！」

　もの凄すごい威い力りよくのツッコミだった。

「わ、わたしにエッチなコスプレを見せて、どういうつもりですか変態!?」

「考えすぎだ。共通の話題を振ふっただけじゃん」

「いいえ、絶対違ちがいます。わたしにまたあの格好をさせようと企たくらんでいたに違ちがいありません」

「おっと、なんだかあっちが騒さわがしいな」

「わざとらしくごまかさないでください！」

「まあまあ、ほら、行ってみようぜ？」

「あっ、ちょっと！　も、もぉ[image: ～][image: ～]」

　俺おれたちが向かった先は、とある企き業ぎようブースに設営されていたステージだ。

　オタク達たちが集まって、さらに人口密度が高まっている。

　ステージ上では、メルルのＰＶが放映されているようだ。




「メ・ル・ル！　メ・ル・ル！　ハイハイハイハイ！」




　すぐそばのブースで買ったのであろうピンクの半はん纏てんを着用したファンたちが、熱ねつ狂きよう的に声せい援えんを送っていた。




「メ・ル・ル！　メ・ル・ル！　ハイハイハイハイ！」




「…………お兄さん、わたし、あの光景……見たことがあるんですけど」

「……奇き遇ぐうだな。俺おれもだ」

　いつかあやせと行ったメルルのステージと同じく……明らかに桐きり乃のの同類が集結している。

　というか、見み間ま違ちがいだと思いたいが、本人っぽいやつが混じってる。

　しかし……ただのＰＶに、ここまで大おお騒さわぎするだろうか？

　何か、特別なステージイベントでもあるのかもしれない。

　そんなふうに考えていたときだ。

「おっ、あやせじゃーん？」

　ここで聞こえてくるはずのない声が、あやせを呼ばわった。

「えっ……か──か、加か奈な子こ!?」

「おーす」
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　偉えらそうに片手を挙げたのは、来くる栖す加か奈な子こ。

　あやせや桐きり乃のの友達でクラスメイト。

　あやせと同じ事務所に所属するモデルでもあるクソガキだ。

　以前のステージイベント時と同様、メルルの衣い装しようを着用している。

　本物そっくりだ。

「……ッ」

　あやせは、さっと青ざめ、警けい戒かい態勢に入った。

　その気持ちはよく分かる。

　なんで加か奈な子こと夏コミの会場で遭そう遇ぐうするんだよ!?

　やばいんじゃないか、これ──

「ひひっ、あやせってばよー、このこのっ」

　加か奈な子こは、メルルなら絶対やらないような悪い表情で、あやせのわき腹を肘ひじで突つつく。

「え、えっ？　なに？」

「とぼけなくてもいーってぇ。加か奈な子このステージ、観みに来きてくれたんだろー？」

　ラッキー、なんか勝手に勘かん違ちがいしてくれている。

　あやせも、俺おれと同じことを考えたらしい。

「う、うん。そうなんだ」

「やっぱそっかー。いや～、持つべきものはダチだよなぁ～」

　加か奈な子こは、後頭部に手をやって、なにやら照れている。

　こいつがアホでよかった。

「えっと、加か奈な子このステージって……」

「そう、アレ。メルルのイベントに、コスプレして出演すんの」

　加か奈な子こはＰＶの流れているステージを指さす。

「あそこに集まってんの、ぜーんぶ加か奈な子この信者なんだぜぇ～、すごくね？」

「……最初はコスプレ嫌いやがってたくせに、いまはもうまんざらでもないんだな」

「は？　誰だれよオマエ」

　加か奈な子こは、胡う散さん臭くさそうに眼めを細めて俺おれを見る。

　あ、し、しまった！　つい話しかけちまったけど──加か奈な子こって、『サングラスで変装した俺おれ』＝『加か奈な子このマネージャー』のことしか知らないんだった。

　桐きり乃のの兄である高こう坂さか京きよう介すけのことは、会ったことはあっても覚えていない──そういう関係。

　あやせが小声で慌あわてた声を出す。

「お、お兄さんっ……なにやってるんですかっ」

「す、すまん」

「なに？　あやせのツレぇ？」

「ま、まあな」

「へー……ふぅ～ん」

　ジロジロと無ぶ遠えん慮りよに顔を見てくる加か奈な子こ。

「……まさかとは思うけど」

　そこで加か奈な子こは、にひ、と笑って、

「……カレシぃ？」

　俺おれはこう答えた。

「ま、まあな」

「うそっ!?　まじで？」

「ウソ!!　ウソだから！」

　両手をぶんぶん振ふって、全力否定するあやせ。

「お兄さん！　とんでもないウソ吐つかないでください!!」

「ごめんごめん、ついさ」

「ぜんぜん反省してませんね……！」

　がるる、と、キバを剝むいて怒おこるあやせ。

　キレ方のバリエーション多いよな、こいつ。

　あやせは、加か奈な子こに向き直る。

「加か奈な子こ、その、この人はね！」

「や、いーよ説明しなくて。ノロケとか、うぜーし」

　どうやら加か奈な子この中では、俺おれ＝あやせの彼かれ氏しということで結論が出てしまったらしい。

　ここからあやせが否定しても、聞く耳を持つ気はなさそうだ。

「だ、だから違ちがうってば！」

「はいはい、はーいはいはいっと。この話しゅーりょー」

　加か奈な子こは、ぱんぱん、と手を叩たたいて話を打ち切る。

　それから、ニッと男前に笑って片手を挙げる。

「じゃ、もう行くからよ。加か奈な子このステージ、期待してていいぜ～」

「う、うん！　頑がん張ばってね、加か奈な子こ！」

　あやせに手を振ふられ、加か奈な子こはステージへと出しゆつ陣じんしていった。




「「ふぅ[image: ～][image: ～]っ」」

　加か奈な子こが去ったのを見届けた俺おれとあやせは、そろって大きく息を吐はく。

「いやぁ……危なかったな」

「あ、危なかったじゃありませんっ！　死ぬかと思いました！」

「さっきのおまえ、去年の桐きり乃のみたいだったぜ？」

「えっ……」

「一年前、夏コミ帰りにあやせと出くわしちゃったとき、桐きり乃のはさっきのおまえみたいな顔してた」

「────」

　あやせは、目を見開き絶句する。

　それから……下した唇くちびるを嚙かんで、なにかに耐たえるようにしている。

「…………………………」

　古傷をえぐるようだが。

　この夏コミ行きが、『桐きり乃のを理解する』という趣しゆ旨しであるなら、言わないわけにはいかなかった。

　俺おれは、じっと考かんがえ込こんでいるあやせに向かって、あえて軽く声をかける。

「ほら、ステージ始まるみたいだぜ？」





「星くず☆うぃっちメルル！　はっじまるよぉ[image: ～][image: ～]っ♪」






「うひょ──っ！　かなかなちゃ────ん!!　きたああああああああああ！」

　楽しそうに歌って踊おどる加か奈な子こたち。盛り上がるステージ。

　────その賑にぎやかな光景を、あやせは真しん剣けんな眼まな差ざしで見み詰つめていた。




　午後になって、俺おれたちはビッグサイトの外に出てきていた。

「よし、これで今日予定してたとこは全部回ったかな」

「……はい」

「疲つかれたか？」

「え？　そんなことは……あ、いえ、やっぱり……疲つかれました」

　あやせは一いつ旦たん否定しかけたものの、苦く笑しようして正直に言った。

「だよな。俺おれも疲つかれた」

　たくさん歩いたし、汗あせもかいた。それに、予期せぬ出会いもあったしな。

「少し休んで、それから帰ろうぜ」

「そうですね。暑くて……もう、汗あせで服がべたべたです」

　あやせは、シャツの胸むな元もとをぱたぱたとさせる。

「帰ったらシャワーを浴びないと……」

「……お、おう」

　そこであやせは、俺おれの邪よこしまな視線に気づいたらしく、目をきつく細めた。

「……もしかして、エッチな想像……しました？」

「ちょっとだけ」

「も、もぉ……」

　キッと睨にらんでくるものの、そこまでの怒いかりは感じない。

　俺おれは、「え、えーと、さ」と話題を変える。

「……今日……どうだった？」

　もはやオタクの仲間入りを果たした俺おれは、内心かなり楽しんでいたんだけど……。

　暑いし、臭くさいし、人混みだし……。

　イベントに興味のないあやせにとっては、つまらなかったんじゃないか。

「……正直、あまり面おも白しろくはなかったです」

「やっぱりな」

　でも、逆に安心した。

「おまえが本音で喋しやべってくれるやつで、助かったよ。俺おれに気を遣つかって『楽しかったです』なんて言われたら、どうしようかと思ったぜ」

「……はい。でも……来て良かった」

　つまらなかったはずなのに、あやせは満足そうだ。

「……桐きり乃のの趣しゆ味みのこと、また少しだけ、分かった気がします」

　確かに、ここに来れば耐たい性せいは付くだろう。去年の俺おれがそうだった。

　いきなり無理しすぎだろうと心配したが、あやせの夏コミ初体験は……うまくいったのかな。

　あやせは、儚はかなげな笑え顔がおを俺おれに向ける。

「それに──」

「それに？」

「…………なんでもありません」




　俺おれたちは電車で地元の駅前まで戻もどってきた。

「……じゃあ、わたしはここで」

「おう。今日はお疲つかれさん」

「今日は、本当に……ありがとうございました、お兄さん」

　あやせは、深々とお辞じ儀ぎをする。

　俺おれは照れくさくなってしまって、おどけるような声で返す。

「いいってことよ」




「言ったろ……俺おれはおまえのことが、大好きだってさ」




　いつもの軽口を付け加えて。

「……それ、本当……ですか？」

「もちろんだ」

「本当に……本当ですか？」

　あやせの声は、妙みように──切せつ羽ぱ詰つまっているように聞こえた。

「あやせ？」

「お兄さんって調子がいいから……また、わたしをからかってるだけ……だったりして」

「そんなことないって。俺おれがおまえをからかったことなんて──」

「………………じぃ」

「あるよな」




　──誤解するなよ……俺おれがセクハラするのは……おまえだけだぜ。

　──結けつ婚こんしてくれ。

　──待ってろよラブリーマイエンジェルあやせたん。いま行くぜ！




　どれもこれも、振ふり返かえれば懐なつかしい思い出だ。

「……お兄さんは……大ウソ吐つきです」

「ごめん」

「ウソ吐つきで、エッチで、シスコンで、バカで、変態で……」

　……そこまで言わんでも。

「……なのに……いつも優やさしくて」

　あやせの声は、か細く、いまにも消え入りそう。

「……お兄さん。初めて会ったときのこと……覚えてますか？」

「おう。おまえがウチに遊びに来たとき、だったよな」

　加か奈な子このアホが、俺おれの悪口言ってたとき……フォローしてくれたんだっけ。

　それに……一人だけ、俺おれのことを信じてくれた。

「あんときは、嬉うれしかったよ。なんだ桐きり乃ののやつ、いい友達がいるじゃんかって、思った」

「……えへへ」

　当時も、こんなふうに笑っていたっけ。

「実はわたしも……初めてお会いしたとき、優やさしそうなお兄さんでいいな……羨うらやましいなって、思ってました」

「本当か？」

「はい。ですから……お兄さんが変態だって分かったときは、すごくショックで──頭に来て。誤解だと頭では分かっているのに許せなくて。折り合いが付けられなくて……ちゃんとお話しできるようになるまで、半年以上もかかってしまいました」

「気にするな、あれは俺おれが悪い」

「……そうです。お兄さんも悪いんですよ？」

　ちら、と上うわ目め遣づかいで俺おれを見るあやせ。

「お兄さんがわたしと会うたびセクハラをしてくるから……もしかして本当に変態なんじゃないかって……まさか本当に桐きり乃ののことを？　……って……ずいぶん悩なやんだんですから」

「そ、そうだったんだ」

「はい」

　彼かの女じよは、口元に手を添そえて、くすくすと笑う。

「……まあ、誤解が解けてよかったよ」

「はい。お兄さんは変態なんかじゃなくて──」




「ド変態のセクハラ野や郎ろうです♡」




「おい」

「でも、とても優やさしい人でした」

「それでフォローしたつもりか」

「……ふふっ……思い返してみると……なんだかわたし、お兄さんに怒おこってばかりですね」

　ぐ、と顔と顔を近づけて、

「……怖こわい女だって……思ってます？」

「たまに夢に見て、悲鳴とともに目を覚ますよ」

「……そ、そんなにですか……」

「おう。でも、それも含ふくめてあやせだろ。おっかないし、思い込みが激しいし、桐きり乃ののことになると若じやつ干かん気持ち悪いけども」

「そ、そこまで言わなくても……」

　お互たがい様だ。

「それでも、決してイヤなやつじゃない。それだけ真しん剣けんなんだって、分かってる」

　こほん、と咳せき払ばらいを一つして、照れくささを吹ふき飛とばす。

　そうして言った。

「だから俺おれは──おまえが好きなんだ。我ながらマゾなんじゃねえかって思うけど、初めて会ったときよりも、いまの方がずっと好きだぜ」

　あまりにもくさい台詞せりふだったせいか、あやせはしばらく、何も言わなかった。

　…………………………。

　……………………………………。

　かなりの間があってから、意外な台詞せりふをポツリとこぼす。

「……お姉さんよりも、ですか？」

「え？」

　なんでここで麻ま奈な実み？

「黒くろ猫ねこさんよりも……ですか？」

「………………」

「桐きり乃のよりも──わたしの方が好き……ですか？」

「あやせ……」

「どうなんです、お兄さん？」

　重要な問いだと感じた。

　即そく答とうした。




「──おまえが一番好きだ」




「……信じて……いいんですか？」

「ああ」

「本当に……いいんですか？　わたし……嫉しつ妬と深ぶかいですよ？」

「知ってるよ。望むところだぜ」

「……嬉うれしい」

　ほう、と息を吐はく。

「お兄さん……わたし……わたしね……自分でも、どうしてこんなことになったのか分からないんですけど……」




「お兄さんのことが……好きです」




[image: ]

　ニブい俺おれにも、さすがに分かっている。

　これは……あやせから俺おれへの、愛の告白だ。

「すごくすごく好きです」

　甘あまい言葉が、俺おれの耳から入ってきて、脳を蕩とろかしていく。

「こんなわたしでよかったら……お兄さんの彼かの女じよにしてください」

「こっちこそ、その、俺おれみたいなのでよかったら……さ」

　俺おれもあやせに応え、正直な気持ちを告白する。




「結けつ婚こんしよう、あやせ」

「いやです」




「玉ぎよく砕さいだとぉ──!!　なんで!?　いまおまえ、俺おれのこと好きって言ったじゃん！」

「それとこれとは話が別です！　恋こい人びとにしてくださいって言ったのに、なんでいきなり結けつ婚こんなんて話になるんですか！」

「いやでも、将来的には……」

「そ、そんな先の話はしていませんっ！　いま！　わたしと付き合うのか付き合わないのかと聞いているんです！　──どうなんですか!?」

「つ、付き合います！」

「最初からそう言えばいいんですよバカ！」

「ご、ごめんなさい」

「ふんっ、分かればいいんです──って、なんでこんなことに!?」

　ほんとだよ。なんでこんな雰ふん囲い気きになっとるんだ。

「も、もぉ～っ！　初めての告白が台無しじゃないですかぁっ！」

「わ、悪かったよ」

　怖こええー……俺おれの彼かの女じよすっげー怖こええー。

「……や、やり直しです！　やり直しを要求します！」

「お、おう」

「こほん……い、いきますよ？」

「いつでもこい」

「お兄さん……わたし……お兄さんのことが好きです。こんなわたしでよかったら……」




「お兄さんの彼かの女じよにしてくれますか？」




「ああ。これから──よろしくな」

「はい、よろしくお願いします。お兄さん」




　こうして俺おれは、あやせの恋こい人びとになった。
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